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そ
う
し
た
前
提
に
た
ち
、
第
一
に
奥
女
中
の
江
戸
か
ら
松
山
ま
で
の
旅
の
様
子
、
第
二
に
松

山
滞
在
中
の
暮
ら
し
、
第
三
に
江
戸
と
の
手
紙
の
遣
り
取
り
、
第
四
に
松
山
か
ら
江
戸
ま
で

の
旅
の
様
子
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、「
日
記
」
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

天
明
元
年
五
月
十
六
日
に
、
奥
女
中
は
江
戸
愛
宕
下
の
松
山
藩
上
屋
敷
を
出
発
し
て
い
る
。

藩
主
定
国
が
江
戸
を
立
っ
た
の
は
、
先
に
も
記
し
た
通
り
閏
五
月
一
日
で
あ
る
の
で
、
半
月

程
早
い
出
発
で
あ
っ
た
。
旅
の
同
行
者
や
そ
の
人
数
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
松
山
に
着
く

ま
で
に
「
日
記
」
に
登
場
す
る
名
前
と
し
て
、「
お
元
殿
」「
三
嶋
殿
」「
お
清
殿
」
と
い
う
女

性
の
名
前
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
同
僚
の
奥
女
中
と
「
吉
右
衛
門
殿
初
め
供
之
人
々
」
が
旅

の
同
行
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

奥
女
中
が
た
ど
っ
た
ル
ー
ト
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
宿
泊
地
に
は
宿

泊
し
た
日
付
を
付
し
た
。

江
戸
愛
宕
山
―
品
川
―
戸
塚
（
五
／
十
六
）
―
藤
沢
（
五
／
十
七
）
―
大
磯
（
五
／
十
八
）

―
箱
根
湯
元
―
箱
根
峠
（
五
／
十
九
）
―
沼
津
―
吉
原
（
五
／
二
十
〜
二
四
）
―
油
井
―
江

尻
（
五
／
二
五
）
―
丸
子
―
岡
部
（
五
／
二
六
〜
二
八
）
―
藤
枝
―
日
坂
（
五
／
二
九
）
―

袋
井
―
見
付
（
五
／
晦
）
―
浜
松
―
白
須
賀
（
閏
五
／
一
）
―
御
油
―
岡
崎
（
閏
五
／
二
）

―
池
鯉
（
閏
五
／
三
）
―
宮
（
閏
五
／
四
）
―
桑
名
―
石
薬
師
（
閏
五
／
五
）
―
水
口
（
閏

五
／
六
）
―
草
津
―
石
山
寺
―
大
津
（
閏
五
／
七
）
―
伏
見
―
淀
―
大
坂
（
閏
五
／
九
〜
十
）

―
大
坂
横
町
（
閏
五
／
十
一
〜
十
二
）
―
安
治
川
（
閏
五
／
十
三
〜
十
四
）
―
明
石
（
閏
五
／

十
五
）
―
家
島
（
閏
五
／
十
六
）
―
本
島
（
閏
五
／
十
七
〜
十
八
）
―
下
津
井
―
豊
島
（
閏

一
、
江
戸
か
ら
松
山
ま
で

本
資
料
は
当
館
が
平
成
十
三
年
度
に
東
京
の
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
、
表
紙
の
題

箋
に
は
「
伊
予
国
松
山
在
勤
中
并
道
中
往
返
日
記
」（
以
下
、「
日
記
」）
と
あ
る
。「
日
記
」

が
記
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
筆
者
が
江
戸
を
出
発
し
た
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
五
月
十
六

日
か
ら
、
松
山
に
勤
務
し
て
江
戸
に
戻
る
天
明
二
年
四
月
十
九
日
ま
で
の
約
一
年
に
及
ぶ
。

四
七
丁
か
ら
な
る
縦
十
四．
九
㎝
、
横
二
〇．
九
㎝
の
小
横
帳
は
小
さ
な
文
字
で
埋
め
つ
く
さ

れ
て
お
り
、
書
き
損
じ
も
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、「
日
記
」
は
日
々
書
き
記
し
た
も
の
で

は
な
く
、
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
は
伊
予
松
山
藩
に
仕
え
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
題
箋
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
天

明
元
年
当
時
の
藩
主
は
松
平
定
国
で
あ
る
。
定
国
は
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
年
に
徳
川
吉
宗

の
次
男
で
御
三
卿
の
一
つ
田
安
宗
武
の
子
に
生
ま
れ
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
に
八
代
藩

主
定
静
の
婿
養
子
と
な
り
定
国
の
名
前
を
頂
戴
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
の
定
静
の
死
に

よ
り
遺
領
十
五
万
石
を
継
い
で
い
る
。「
日
記
」
が
記
さ
れ
た
天
明
元
年
に
は
、
閏
五
月
一
日

に
江
戸
を
出
て
松
山
に
二
五
日
到
着
、
初
め
て
の
国
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
後
松
山

で
年
を
越
し
、
天
明
二
年
三
月
十
一
日
に
松
山
を
出
て
四
月
九
日
江
戸
に
戻
っ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、「
日
記
」
は
初
め
て
の
国
入
り
か
ら
江
戸
に
戻
る
ま
で
の
定
国
と
、
行
動
を
と
も

に
し
た
人
物
に
よ
り
記
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

「
日
記
」
の
筆
者
に
つ
い
て
は
、
名
前
の
記
述
が
な
く
不
明
と
い
う
他
は
な
い
。「
日
記
」

を
一
見
す
る
と
、
写
真
に
も
あ
る
よ
う
に
整
っ
た
書
体
で
整
然
と
記
さ
れ
て
お
り
、
定
国
付

の
小
姓
に
よ
る
日
記
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、「
日
記
」
を
注
意
深
く
読
ん
で
い
く

と
、
筆
者
は
江
戸
に
暮
ら
す
両
親
の
こ
と
を
「
お
と
ゝ
様
」「
お
か
ゝ
様
」
と
記
し
て
お
り
、

女
性
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
者
は
定
国
の
「
奥
附
之
衆
」
と
も
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
定
国
に
仕
え
る
奥
女
中
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は

は
じ
め
に

資
料
紹
介

「
伊
予
国
松
山
在
勤
中
并
道
中
往
返
日
記
」

井
　
上
　
　
　
淳
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五
／
十
九
〜
二
十
）
―
白
石
―
鞆
（
閏
五
／
二
一
）
―
三
津
浜

奥
女
中
は
ま
ず
東
海
道
を
進
ん
で
行
く
が
、
そ
の
旅
は
松
山
藩
の
公
用
の
旅
で
あ
っ
た
た

め
、
宿
泊
に
各
宿
場
の
本
陣
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
陣
に
泊

ま
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
本
陣
に
泊
ま
る
た
め
後
戻
り
す
る
ケ
ー
ス
も
記
さ
れ
て
い

る
。
天
明
元
年
五
月
二
五
日
の
宿
泊
地
江
尻
宿
で
は
、
智
恩
院
の
江
戸
登
り
と
宿
泊
が
重
な

っ
た
た
め
、
奥
女
中
は
旅
籠
屋
に
泊
ま
っ
て
い
る
。
本
陣
と
旅
籠
屋
で
は
施
設
に
大
き
な
違

い
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
奥
女
中
は
旅
籠
屋
の
こ
と
を
「
殊
之
外
宿
あ
し
く
給
へ
も
の
等
き
た

な
く
難
儀
い
た
し
候
」
と
記
し
て
い
る
。
翌
五
月
二
六
日
に
は
藤
枝
宿
ま
で
来
た
も
の
の
、

「
土
方
丹
後
守
様
」（
菰
野
藩
主
土
方
雄
貞
）
と
「
細
川
様
」
が
既
に
到
着
し
、
こ
み
あ
っ
て

い
た
た
め
、
一
里
程
引
き
返
し
て
岡
部
宿
に
宿
泊
し
て
い
る
。

旅
の
行
程
は
徒
歩
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
雨
が
降
っ
た
場
合
な
ど
、
要
所
に
は
駕
籠
を
用

い
て
い
る
。
東
海
道
は
い
く
つ
も
川
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
旅
人
を
悩
ま
せ
た
が
、
奥
女
中

も
五
月
十
七
日
の
馬
入
川
（
相
模
川
）
で
早
く
も
川
留
め
に
逢
っ
て
い
る
。
十
八
日
に
は
馬

入
川
を
船
で
渡
っ
た
も
の
の
、
今
度
は
徒
歩
渡
し
の
酒
匂
川
が
川
留
め
と
な
っ
て
い
る
。
二

十
日
に
は
富
士
川
が
川
留
め
で
、
そ
の
後
吉
原
宿
に
五
泊
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
。
二
六
日
に
も
大
井
川
が
川
留
め
と
な
り
、
岡
部
宿
に
三
泊
し
た
後
に
よ
う
や
く
川
を
越

え
て
い
る
。
閏
五
月
一
日
に
は
天
龍
川
を
船
で
渡
り
、
舞
阪
か
ら
荒
井
（
新
居
）
ま
で
の
浜

名
湖
を
船
で
渡
り
、
荒
井
の
関
所
も
無
事
に
通
過
し
て
い
る
。
三
日
に
は
矢
作
橋
が
修
復
中

で
あ
っ
た
た
め
、
矢
作
川
を
船
で
渡
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
に
は
別
の
奥
女
中
の
荷
物
が
濡

れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
る
。
宮
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で
の
海
上
を
行
く
七
里
の
渡

し
は
一
日
風
待
ち
し
た
だ
け
で
、
閏
五
月
五
日
に
渡
っ
て
い
る
。

奥
女
中
の
東
海
道
の
旅
を
振
り
返
る
と
、
梅
雨
時
の
川
に
苦
し
め
ら
れ
た
旅
で
あ
っ
た
が
、

奥
女
中
は
川
留
め
で
空
い
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
。
藤
沢
宿
で
は
時
宗
の
総
本
山

遊
行
寺
に
参
詣
し
た
り
、
大
磯
宿
で
は
曽
我
十
郎
の
愛
人
虎
御
前
に
ち
な
ん
だ
旧
跡
虎
が
石

を
見
物
し
た
り
、
七
里
の
船
渡
し
の
風
待
ち
で
は
熱
田
神
宮
に
参
詣
し
た
り
と
、
寺
社
参
詣
、

物
見
遊
山
を
行
っ
て
い
る
。
奥
女
中
が
最
も
念
入
り
に
見
物
し
て
い
る
の
は
、
閏
五
月
七
日

の
石
山
寺
で
あ
る
。
石
山
寺
で
は
折
か
ら
開
帳
が
あ
り
、
江
戸
の
中
洲
の
真
似
ら
し
く
瀬
田

川
の
川
端
に
も
茶
屋
が
で
き
て
い
る
と
、
江
戸
と
比
較
す
る
視
点
か
ら
そ
の
様
子
を
記
し
て

い
る
。
茶
屋
で
働
く
女
性
の
姿
も
気
に
な
る
ら
し
く
、
自
分
と
大
き
く
違
う
「
赤
ま
え
た
れ
」

姿
を
見
て
「
す
さ
間
敷
」
と
い
う
感
想
を
も
ら
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
原
宿
で
は
富
士
の
白
酒
、
安
倍
川
餅
、
佐
夜
の
中
山
の
あ
め
の
餅
、
荒
井
の
浜

名
湖
の
鰻
、
草
津
宿
の
目
川
の
菜
飯
田
楽
な
ど
、
土
地
の
名
物
を
楽
し
ん
で
い
る
。
桑
名
宿

で
は
名
古
屋
の
小
刀
や
は
さ
み
の
行
商
人
か
ら
買
い
求
め
た
ほ
か
、
水
口
宿
で
も
行
李
の
行

商
か
ら
買
い
求
め
る
な
ど
、
土
地
の
名
産
品
も
購
入
し
て
い
る
。
東
海
道
を
旅
す
る
奥
女
中

の
行
動
は
、
当
時
の
一
般
庶
民
の
旅
日
記
と
比
べ
て
も
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。

奥
女
中
は
伏
見
か
ら
三
十
石
船
に
乗
り
、
途
中
藩
主
の
乗
る
御
座
船
や
淀
の
水
車
を
見
物

し
な
が
ら
閏
五
月
九
日
朝
に
松
山
藩
大
坂
屋
敷
に
着
い
て
い
る
。
天
下
の
台
所
大
坂
で
も
天

満
（
大
坂
天
満
宮
）、
曽
根
崎
天
神
、
住
吉
大
社
、
生
国
魂
神
社
な
ど
に
参
詣
し
、
寺
町
の
茶

屋
で
酒
を
飲
ん
だ
り
、
生
玉
の
南
蛮
う
ど
ん
屋
で
蕎
麦
切
り
を
食
べ
た
り
と
、
初
め
て
の
大

坂
を
満
喫
し
て
い
る
。
生
玉
で
は
女
郎
や
芸
者
を
見
か
け
る
と
、
ま
る
で
浅
草
山
下
み
た
い

だ
と
、
こ
こ
で
も
江
戸
の
視
点
か
ら
大
坂
の
町
を
見
て
い
る
。

閏
五
月
十
一
日
に
は
大
坂
屋
敷
前
で
川
舟
に
乗
り
、
途
中
松
山
か
ら
迎
え
に
き
た
関
船
に

乗
り
換
え
、
瀬
戸
内
海
へ
と
漕
ぎ
出
し
て
い
る
。
瀬
戸
内
海
の
船
旅
は
、
沿
岸
の
港
町
や
島

に
寄
港
し
つ
つ
ゆ
っ
く
り
と
進
ん
で
い
る
。
十
五
日
に
寄
港
し
た
明
石
で
は
湯
屋
を
借
り
切

っ
て
入
湯
し
た
後
、
月
の
名
所
と
い
う
こ
と
で
仲
間
た
ち
と
俳
諧
を
楽
し
ん
で
い
る
。
十
九

日
の
下
津
井
手
前
の
海
上
で
は
、
金
毘
羅
へ
の
初
尾
と
し
て
薪
に
書
付
を
し
て
鳥
目
を
流
し

た
と
あ
り
、
金
毘
羅
信
仰
を
背
景
と
し
た
流
し
木
の
習
俗
も
書
き
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
下

津
井
沖
で
は
生
き
た
ま
ま
の
蛸
を
漁
師
か
ら
買
い
求
め
て
、
塩
を
付
け
て
食
べ
た
り
も
し
て

い
る
が
、
こ
う
し
た
こ
と
も
江
戸
勤
め
で
は
経
験
で
き
な
い
新
鮮
な
体
験
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

奥
女
中
は
海
岸
で
の
貝
ひ
ろ
い
も
楽
し
み
な
が
ら
、
閏
五
月
二
二
日
に
松
山
藩
領
の
三
津
浜

に
到
着
し
て
い
る
。
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写真1 「伊予国松山在勤中并道中往返日記」（表紙）

写真2 「伊予国松山在勤中并道中往返日記」（本文）
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天
明
元
年
閏
五
月
二
三
日
に
奥
女
中
は
松
山
城
三
の
丸
御
殿
に
入
り
、
松
山
で
の
生
活
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
奥
女
中
は
、
初
め
て
体
験
し
た
と
思
わ
れ
る
長
期
の
旅
で
疲
れ
た

た
め
か
、
の
ぼ
せ
が
強
く
耳
鳴
り
が
す
る
な
ど
体
調
を
崩
し
、
七
月
に
は
出
勤
で
き
な
い
日

も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
九
月
十
九
日
に
は
薬
を
休
む
と
記
し
て
お
り
、
こ
の
頃
に
は
体
調
も

回
復
し
て
奥
女
中
と
し
て
の
仕
事
に
落
ち
着
い
て
取
り
組
み
は
じ
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
日
記
」
に
は
、
筆
者
の
奥
女
中
と
し
て
の
地
位
や
仕
事
の
具
体
的
な
内
容
が

分
か
る
記
述
が
少
な
い
。
仕
事
の
記
述
と
し
て
は
、
定
国
が
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
一
晩
中
寝

な
い
で
い
た
と
い
う
天
明
元
年
十
月
二
九
日
の
記
述
と
、
着
物
を
縫
う
仕
事
を
す
る
呉
服
の

間
の
手
伝
い
に
出
た
と
い
う
天
明
二
年
二
月
三
日
の
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
天

明
元
年
閏
五
月
二
三
日
に
松
山
に
到
着
し
た
後
、
筆
者
は
他
の
奥
女
中
と
と
も
に
旅
の
苦
労

を
ね
ぎ
ら
う
た
め
か
、「
お
友
」「
お
さ
つ
」「
御
中
居
」「
御
末
之
衆
三
人
」
に
対
し
て
麻
苧

を
遣
わ
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
が
掃
除
や
炊
事
な
ど
を
行
う
仲
居
や
御
末
よ
り

は
上
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
は
分
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
筆
者
の
奥
女
中
と
し
て
の
仕

事
の
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
松
山
藩
公
用
飛
脚
の
出
立
や
到
着
を
詳
し
く
書

き
留
め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
江
戸
屋
敷
の
「
御
右
筆
間
」
と
頻
繁
に
手
紙
を
交
わ
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
筆
者
は
右
筆
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
男
性
が
記
し
た
も
の
と
見
間

違
え
そ
う
な
漢
字
の
多
い
達
筆
な
文
字
と
、
要
領
よ
く
ま
と
ま
っ
た
文
章
も
そ
の
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
日
記
」
は
定
国
の
側
に
仕
え
た
奥
女
中
の
記
録
で
あ
る
だ
け
に
、
定
国
の
鉄
砲

打
・
猪
狩
・
鷹
狩
な
ど
の
行
動
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
天
明
元
年
九
月
五

日
に
は
定
国
が
兜
蟹
を
見
物
し
た
記
事
が
あ
る
。
兜
蟹
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
か
ら
九
州
北
部
ま

で
生
息
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
松
山
藩
領
の
い
ず
れ
か
の
海
岸
で
捕
ま
え
て
、
定
国
の

も
と
に
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
初
め
て
見
る
生
物
で
あ
る
兜
蟹
に
興
味
を
も
ち
、

大
き
さ
が
金
指
で
一
尺
二
寸
程
で
、
兜
の
形
を
し
て
お
り
角
が
一
本
あ
っ
た
と
「
日
記
」
に

書
き
記
し
て
い
る
。
天
明
元
年
十
二
月
五
日
に
は
定
国
の
道
後
温
泉
入
湯
の
記
事
が
あ
る
。

道
後
温
泉
で
は
藩
主
が
入
湯
す
る
時
に
は
幕
湯
と
い
い
、
幕
を
張
り
巡
ら
せ
て
一
般
の
入
浴

二
、
松
山
で
の
暮
ら
し

を
停
止
し
た
が
、
定
国
の
入
湯
に
あ
た
っ
て
も
そ
の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
定
国
は
武
士
や
僧
侶
が
入
る
一
の
湯
に
、
奥
女
中
は
女
性
が
入
る
二
の
湯
に
入
っ
て

い
る
。
そ
れ
以
外
に
も
松
山
城
三
の
丸
御
殿
で
行
わ
れ
た
能
の
記
事
、
三
の
丸
御
殿
の
続
き

の
東
山
麓
に
あ
っ
た
西
の
丸
御
殿
に
お
け
る
花
見
の
記
事
な
ど
も
散
見
さ
れ
、「
日
記
」
か
ら

は
初
め
て
の
松
山
で
く
つ
ろ
ぐ
定
国
の
姿
が
垣
間
見
え
る
。

さ
ら
に
、「
日
記
」
に
は
奥
女
中
が
三
の
丸
御
殿
か
ら
外
出
し
た
際
に
、
松
山
の
様
子
を
書

き
留
め
た
記
事
も
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
松
山
の
祭
礼
を
記
し
た
記
事
と
松
山

藩
の
東
野
茶
屋
に
行
っ
た
記
事
を
取
り
上
げ
る
。

祭
礼
に
つ
い
て
は
、
天
明
元
年
八
月
十
三
日
の
道
後
八
幡
と
、
八
月
二
六
日
の
味
酒
大
明

神
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
道
後
八
幡
で
は
鉾
が
四
つ
、
出
し
（
山
車
）
が
一
つ
に
、
芭

蕉
の
作
り
物
が
出
て
、
子
供
が
鬼
の
面
を
か
ぶ
り
太
鼓
や
鉦
を
打
ち
鳴
ら
し
て
行
列
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
神
輿
が
大
勢
の
見
物
人
の
中
に
入
り
、
見
物
人
を
追
い
散
ら
す
よ
う
に
く
る

く
る
廻
っ
て
い
る
。
味
酒
神
社
に
つ
い
て
も
鉾
が
四
つ
、
か
つ
ぎ
屋
台
が
六
つ
、
い
ろ
い
ろ

な
人
形
の
作
り
物
が
出
て
、
神
輿
は
城
に
入
る
一
体
は
狂
わ
せ
な
か
っ
た
が
、
城
に
入
ら
な

い
二
体
は
、
道
後
八
幡
同
様
に
大
勢
の
見
物
人
の
中
に
入
り
狂
わ
せ
た
と
記
し
て
い
る
。
奥

女
中
は
こ
う
し
た
見
物
人
の
中
に
入
る
荒
っ
ぽ
い
神
輿
を
「
所
乃
風
」
す
な
わ
ち
松
山
の
風

習
と
書
き
、
自
ら
は
な
じ
め
な
か
っ
た
の
か
、「
お
も
し
ろ
か
ら
す
」
と
感
想
を
書
き
記
し
て

い
る
。
こ
の
道
後
八
幡
と
味
酒
八
幡
の
祭
礼
は
、
現
在
で
も
そ
れ
ぞ
れ
伊
佐
爾
波
神
社
と
阿

沼
美
神
社
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
祭
礼
は
い
ず
れ
も
神
輿
と
神
輿
を
荒
々

し
く
ぶ
つ
け
合
う
鉢
合
わ
せ
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
奥
女
中
が
「
日
記
」
で
書
い
て
い

る
神
輿
を
く
る
く
る
ま
わ
し
て
狂
わ
せ
る
行
為
を
さ
ら
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
と
い

え
る
。
奥
女
中
の
「
日
記
」
は
現
在
の
祭
礼
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
鉾
や
か
つ
ぎ
屋
台
、
人

形
を
の
せ
た
作
り
物
の
存
在
も
記
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
の
松
山
の
祭
礼
を
記
録
し
た
史
料

と
し
て
も
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
松
山
郊
外
の
東
野
に
あ
っ
た
松
山
藩
の
御
茶
屋
に
は
、
天
明
元
年
十
月
二
三
日
に

訪
れ
て
い
る
。
こ
の
東
野
の
御
茶
屋
は
松
山
藩
初
代
藩
主
松
平
定
行
の
隠
居
所
で
、
寛
文
元

年
（
一
六
六
一
）
に
完
成
し
て
い
る
。
東
野
御
茶
屋
に
つ
い
て
は
、
江
戸
中
期
の
松
山
藩
士

松
田
義
方
ら
に
よ
る
「
垂
憲
録
」
に
定
行
が
建
て
た
当
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
お
り
、
奥
女
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中
の
「
日
記
」
と
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

奥
女
中
は
東
野
御
茶
屋
の
う
ち
、
ま
ず
定
行
の
弟
定
政
の
隠
居
所
で
あ
っ
た
吟
松
庵
に
入

っ
て
い
る
。
奥
女
中
は
吟
松
庵
を
定
行
の
隠
居
所
と
誤
っ
て
記
し
て
い
る
が
、
中
国
の
金
山

寺
を
模
し
て
つ
く
ら
れ
、
数
寄
屋
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、「
垂
憲
録
」
の
記
述

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
吟
松
庵
の
敷
地
に
あ
っ
た
安
心
堂
に
つ
い
て
は
十
王
が
あ
っ
た
と
記
す

が
、「
垂
憲
録
」
に
も
十
王
の
肖
像
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
一
致
す

る
。
奥
女
中
が
吟
松
庵
の
敷
地
に
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
す
観
音
堂
は
、「
垂
憲
録
」
で
は
竹

の
茶
屋
側
に
記
さ
れ
て
い
る
。

奥
女
中
は
吟
松
庵
側
を
見
終
わ
っ
た
後
に
、
今
度
は
竹
の
茶
屋
側
に
移
っ
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
茶
屋
の
距
離
を
三
町
程
と
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
一
㎞
近
く
は
離
れ
て
い
る
。
吟

松
庵
と
竹
の
茶
屋
と
の
間
に
は
、
か
つ
て
は
東
海
道
五
十
三
次
の
情
景
を
模
し
た
情
景
が
展

開
し
て
い
た
が
、
奥
女
中
は
そ
れ
に
つ
い
て
何
も
記
し
て
い
な
い
。
奥
女
中
が
見
た
天
明
元

年
の
段
階
で
は
既
に
失
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
竹
の
茶
屋
に
つ
い
て
は
、
床
柱
・
床
縁
・

欄
間
・
障
子
格
子
・
縁
頬
・
天
井
が
す
べ
て
竹
で
つ
く
ら
れ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
竹

の
茶
屋
の
向
こ
う
に
は
達
磨
堂
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
垂
憲
録
」
に
達
磨

を
安
置
し
た
と
あ
る
安
心
堂
の
こ
と
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
奥
女
中
が
か
さ
茶
屋
と
い

う
少
し
高
い
山
が
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
の
は
、
観
音
堂
の
南
の
小
高
い
所
で
定
行
の
慰
め

と
し
て
飴
な
ど
を
売
ら
せ
て
い
た
傘
の
茶
屋
が
か
つ
て
あ
っ
た
場
所
で
あ
ろ
う
。
奥
女
中
が

跡
地
と
記
し
て
い
る
い
ろ
は
茶
屋
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
売
ら
せ
て
定
行
の
慰
め
と
し
て

い
た
が
、
定
行
の
死
後
松
山
城
西
の
丸
に
移
築
さ
れ
て
る
。「
垂
憲
録
」
に
は
定
行
の
死
後
の

東
野
茶
屋
に
つ
い
て
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
ま
で
に
建
造
物
の
多
く
が
取
り
払
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
奥
女
中
が
吟
松
庵
と
竹
の
茶
屋
が
残
る
程
度
で
そ
れ
以

外
は
田
畑
に
な
っ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
状
況
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
記
憶
違
い
に
よ
る
誤
っ

た
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
奥
女
中
の
「
日
記
」
は
、「
垂
憲
録
」
に
記
さ
れ
た
定
行
建
設
当
時

の
東
野
茶
屋
が
変
容
し
た
姿
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
る
。

「
日
記
」
に
は
奥
女
中
の
松
山
で
の
暮
ら
し
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
も
う
一
方
で
奥
女

中
が
江
戸
の
家
族
や
知
人
と
交
わ
し
た
手
紙
に
つ
い
て
も
、
内
容
が
要
約
さ
れ
て
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
手
紙
は
い
ず
れ
も
「
御
用
飛
脚
」「
御
飛
脚
」
と
あ
る
よ
う
に
、
松
山
藩
の

公
用
飛
脚
に
よ
り
届
け
ら
れ
た
。
奥
女
中
の
手
紙
の
送
受
信
を
数
え
て
み
る
と
、
江
戸
へ
手

紙
を
送
信
し
た
回
数
二
七
回
、
江
戸
か
ら
手
紙
を
受
信
し
た
回
数
二
五
回
に
な
る
。
つ
ま
り
、

一
ヶ
月
に
二
〜
三
回
は
、
飛
脚
に
よ
り
手
紙
を
送
受
信
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
江
戸
か
ら

の
手
紙
の
大
部
分
に
は
江
戸
を
出
発
し
た
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
飛
脚

は
、
江
戸
か
ら
松
山
を
最
短
で
十
二
日
、
最
長
で
二
二
日
で
手
紙
を
届
け
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
奥
女
中
は
藩
公
用
の
飛
脚
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
か
な
り
頻
繁
に
江
戸
と
手
紙
を
遣

り
取
り
し
て
い
た
。

江
戸
と
の
手
紙
の
中
で
多
い
の
は
、「
宿
」「
宿
元
」「
追
分
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。
奥
女
中
の
場
合
、
宿
と
は
実
家
の
こ
と
を
指
す
の
で
、
こ
れ
ら
は
両
親
と
の
手
紙
で

あ
り
、「
追
分
」
は
両
親
が
暮
ら
す
実
家
の
住
所
と
考
え
ら
れ
る
。
江
戸
で
「
追
分
」
と
い
う

と
本
郷
追
分
と
内
藤
新
宿
の
追
分
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
情
報
が
少
な
く
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
こ
の
「
宿
」「
宿
元
」「
追
分
」
か
ら
は
、
奥
女
中
が
松
山
滞
在
中
に
江
戸
に

起
こ
っ
た
出
来
事
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
送
ら
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
天
明
元
年
六
月
二
日
に
届
い
た
手
紙
に
は
、
閏
五
月
十
八
日
に
御
三
卿
の
一
つ

一
橋
治
済
の
御
嫡
子
徳
川
豊
千
代
（
後
の
十
一
代
将
軍
家
斉
）
が
将
軍
家
の
養
子
と
な
り
、

十
九
日
に
は
薩
摩
藩
の
姫
様
（
薩
摩
藩
主
島
津
重
豪
娘
）
が
一
橋
家
に
入
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
十
月
十
一
日
に
届
い
た
手
紙
に
は
、
薩
摩
藩
の
姫
様
が
一
橋
家
の
屋
敷
か
ら
西

の
丸
に
移
り
、
茂
姫
様
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
十
一
月
二
六
日
に
届
い
た
手
紙

で
は
、
江
戸
で
地
震
が
お
き
た
こ
と
を
知
ら
せ
、
西
の
丸
大
奥
で
は
一
時
立
ち
退
く
用
意
も

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の
両
親
か
ら
の
手
紙
で
は
、
奥
女
中
が
興
味
の
あ
る

将
軍
家
及
び
大
奥
の
動
向
や
江
戸
の
災
害
情
報
が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
そ
う
し
た
情
報
以
外
に
は
、
江
戸
で
奥
女
中
と
し
て
の
奉
公
先
探
し
す
る
お
き
さ

と
い
う
人
物
の
こ
と
が
手
紙
に
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
と
お
き
さ
と
の
関
係
は
「
日
記
」

三
、
江
戸
と
の
手
紙
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に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
記
述
を
追
っ
て
い
く
と
、
姉
妹
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

お
き
さ
が
最
初
に
登
場
す
る
の
は
、
天
明
元
年
九
月
十
八
日
に
江
戸
の
宿
元
か
ら
届
い
た
手

紙
で
あ
る
が
、
そ
の
手
紙
以
来
毎
回
の
よ
う
に
お
き
さ
に
つ
い
て
記
し
た
手
紙
を
交
わ
し
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
手
紙
の
内
容
を
要
約
し
て
、
お
き
さ
の
奥
女
中
の
奉
公
が
決
ま
る
ま
で
の

経
過
を
記
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

お
き
さ
は
天
明
元
年
七
月
十
五
日
に
因
幡
国
を
出
発
し
て
、
八
月
七
日
に
江
戸
に
到
着
し

て
い
る
。
こ
の
時
点
で
お
き
さ
は
鳥
取
藩
池
田
家
に
仕
え
る
奥
女
中
で
、
国
元
の
鳥
取
で
勤

務
し
た
後
に
江
戸
に
戻
っ
て
き
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
お
き
さ
は
八
月
十
三
日
に
八
代
洲

河
岸
の
鳥
取
藩
上
屋
敷
に
行
き
、
上
（
鳥
取
藩
主
池
田
重
寛
）
と
奥
女
中
の
年
寄
衆
な
ど
に

土
産
を
渡
し
、
上
か
ら
は
五
両
、
御
姫
様
か
ら
は
越
後
縞
一
反
、
奥
女
中
た
ち
か
ら
も
帯
を

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
お
き
さ
は
鳥
取
藩
の
江
戸
屋
敷
へ
の
奉
公
を
願
い
出
て
い
る
が
、

翌
年
再
び
国
元
へ
の
お
供
が
あ
る
た
め
奉
公
を
断
念
し
て
い
る
。
松
山
藩
江
戸
屋
敷
の
奥
女

中
お
と
ゑ
が
筆
者
に
あ
て
た
手
紙
に
は
、
お
き
さ
が
そ
の
後
神
田
橋
の
鶴
岡
藩
上
屋
敷
に
目

見
、
つ
ま
り
は
採
用
試
験
に
行
く
つ
も
り
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
手
紙
を
受
け
て
、
筆
者
は
八
代
洲
河
岸
の
奥
女
中
に
こ
れ
ま
で
お
き
さ
が
世
話

に
な
っ
た
こ
と
へ
の
礼
状
を
書
く
と
と
も
に
、
神
田
橋
の
鶴
岡
藩
上
屋
敷
の
梅
山
や
鉄
砲
洲

の
横
須
賀
藩
中
屋
敷
の
瀧
山
娘
子
、
お
や
ち
な
ど
に
も
手
紙
を
出
し
て
お
り
、
懇
意
な
奥
女

中
に
お
き
さ
の
採
用
を
働
き
か
け
て
い
る
。
九
月
十
日
に
は
お
き
さ
は
鶴
岡
藩
上
屋
敷
の
奥

女
中
冨
沢
の
部
屋
ま
で
行
き
、
鶴
岡
藩
主
酒
井
忠
徳
へ
の
目
見
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
時
点
で
は
鶴
岡
藩
に
は
奥
女
中
の
空
き
が
な
く
、
藩
と
し
て
は
余
計
な
人
数
は
抱
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
冨
沢
が
自
分
の
部
屋
で
雇
う
部
屋
方
の
奥
女
中
、
つ
ま
り

は
陪
臣
（
又
者
）
と
し
て
な
ら
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
返
事
が
返
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
、
お
き
さ
は
殿
様
の
好
み
の
浄
瑠
璃
を
覚
え
る
よ
う
に
鶴
岡
藩
か
ら
指
示
さ
れ
、
師
匠
の

文
字
菊
に
通
い
稽
古
を
は
じ
め
て
い
る
。
九
月
二
九
日
に
は
鉄
砲
洲
の
横
須
賀
藩
中
屋
敷
の

方
に
も
行
き
、
藩
主
西
尾
忠
移
に
目
見
し
て
浄
瑠
璃
を
披
露
し
て
い
る
が
、
忠
移
か
ら
は
「
殊

之
外
能
出
来
候
」
と
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
翌
三
十
日
に
は
山
崎
与
次
兵
衛
寿
門
松
の
升

落
と
し
の
段
を
豊
後
節
で
語
り
、
こ
れ
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
結
局
お
き
さ
は
六
日
間

横
須
賀
藩
中
屋
敷
に
滞
在
し
、
最
後
に
は
藩
主
忠
移
、
御
姫
様
、
御
幸
様
、
大
殿
様
の
御
部

屋
様
、
奥
女
中
の
瀧
山
か
ら
様
々
な
頂
き
物
を
し
て
い
る
。

お
き
さ
は
十
一
月
九
日
か
ら
神
田
橋
の
鶴
岡
藩
上
屋
敷
に
勤
め
る
こ
と
が
決
ま
り
、
八
代

洲
河
岸
の
鳥
取
藩
上
屋
敷
や
愛
宕
下
の
松
山
藩
上
屋
敷
に
も
お
暇
乞
い
や
礼
の
た
め
に
顔
を

出
し
て
い
る
。
お
き
さ
の
鶴
岡
藩
で
の
勤
め
は
当
初
広
敷
小
間
遣
い
で
、
奥
女
中
の
戸
川
に

雇
わ
れ
る
陪
臣
と
し
て
の
奉
公
で
あ
っ
た
。
そ
れ
も
十
二
月
十
一
日
に
は
三
之
間
以
上
の
居

間
の
掃
除
な
ど
を
勤
め
る
「
三
の
間
」
に
変
わ
り
、
職
制
上
は
低
い
な
が
ら
も
藩
に
直
接
奉

公
す
る
奥
女
中
と
な
り
、
名
前
も
お
き
さ
か
ら
お
と
せ
へ
と
改
名
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
「
日
記
」
に
は
、
筆
者
と
妹
と
思
わ
れ
る
お
き
せ
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、

奥
女
中
奉
公
が
決
ま
る
ま
で
の
詳
細
な
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
奥
女
中
の

研
究
と
絡
め
て
い
く
つ
か
の
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
お
き
さ
の
場
合
、
奥
女
中
奉
公
の
条
件
と
し
て
歌
舞
音
曲
の
素
養
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
き
さ
は
横
須
賀
藩
で
は
豊
後
節
を
披
露
し
て
い
る
ほ
か
、
鶴

岡
藩
か
ら
は
殿
様
の
好
み
の
浄
瑠
璃
を
覚
え
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
郡
山
藩
主
柳
沢

信
鴻
の
隠
居
後
の
日
記
で
あ
る
「
宴
遊
日
記
」
に
も
、
信
鴻
が
奥
女
中
を
希
望
し
て
目
見
を

求
め
た
女
性
に
対
し
て
歌
舞
音
曲
の
試
験
を
課
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
信
鴻

の
「
宴
遊
日
記
」
が
記
さ
れ
た
時
期
は
、
隠
居
後
の
安
永
二
（
一
七
七
三
）
年
か
ら
天
明
五

（
一
七
八
五
）
年
ま
で
で
あ
り
、「
日
記
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

同
じ
く
宝
暦
天
明
期
に
は
歌
舞
音
曲
好
き
な
大
名
を
風
刺
し
た
黄
表
紙
が
出
版
さ
れ
、
そ
う

し
た
大
名
と
し
て
松
江
藩
主
松
平
宗
衍
、
久
留
米
藩
主
有
馬
頼

、
新
発
田
藩
主
溝
口
直
温

の
名
前
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
大
名
の
歌
舞
音
曲
へ
の
傾
倒
を
隠
居
後

の
趣
味
と
考
え
る
向
き
が
あ
っ
た
が
、「
日
記
」
か
ら
は
宝
暦
天
明
期
の
歌
舞
音
曲
の
流
行
に

合
わ
せ
て
、
現
役
隠
居
を
問
わ
ず
大
名
の
奥
向
き
の
世
界
で
歌
舞
音
曲
が
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。

第
二
に
「
日
記
」
か
ら
は
奥
女
中
と
し
て
の
採
用
に
あ
た
り
、
藩
を
超
え
た
奥
女
中
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
て
き
た
。
郡
山
藩
の
柳
沢
信
鴻
の
場
合
、
目
見

の
紹
介
者
と
し
て
口
入
業
者
や
人
宿
、
前
に
奉
公
し
て
い
た
侍
女
、
芸
能
の
女
師
匠
、
知
り

合
い
の
町
人
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
別
の
藩
の
奥
女
中
の
働
き
か
け
は
見
え
て
こ
な

い
。
奥
女
中
の
横
の
つ
な
が
り
は
奥
女
中
本
人
の
私
的
な
日
記
だ
か
ら
こ
そ
見
え
て
き
た
つ
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な
が
り
と
い
え
る
。
お
き
さ
の
奥
女
中
の
採
用
に
向
け
て
、
筆
者
が
出
し
た
手
紙
の
宛
先
は
、

愛
宕
下
の
松
山
藩
上
屋
敷
の
幾
村
・
お
と
ゑ
・
お
さ
い
、
八
代
洲
河
岸
の
鳥
取
藩
の
野
沢
・

川
瀬
・
お
か
な
、
神
田
橋
の
鶴
岡
藩
上
屋
敷
の
梅
山
・
冨
沢
・
戸
川
、
鉄
砲
洲
の
横
須
賀
藩

中
屋
敷
の
瀧
山
・
お
や
ち
・
お
る
せ
な
ど
、
藩
を
超
え
て
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
う

ち
八
代
洲
河
岸
へ
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、「
日
記
」
の
天
明
元
年
九
月
二
三
日
の
記
述
に
よ

り
、
筆
者
が
松
山
藩
上
屋
敷
の
幾
村
を
通
じ
て
鶴
岡
藩
上
屋
敷
の
冨
沢
へ
と
働
き
か
け
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
横
須
賀
藩
中
屋
敷
へ
の
ル
ー
ト
は
、
筆
者
の
も
う
一
人
の
妹
で

あ
る
お
る
せ
が
奥
女
中
を
勤
め
て
い
た
関
係
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
お
き
さ
は
先
の
勤
め
先

で
あ
る
鳥
取
藩
、
姉
妹
の
い
る
松
山
藩
、
横
須
賀
藩
の
江
戸
屋
敷
に
出
入
り
す
る
一
方
で
、

鶴
岡
藩
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
背
景
に
複
数
の
藩
を
渡

り
歩
く
奥
女
中
の
姿
が
見
え
て
く
る
。

ま
た
、
筆
者
は
鳥
取
藩
主
池
田
家
の
十
五
評
の
勝
負
付
の
俳
諧
や
鶴
岡
藩
酒
井
家
の
江
戸

宗
匠
十
五
評
の
俳
諧
を
お
き
さ
を
通
じ
て
手
に
入
れ
、
俳
諧
好
き
の
藩
主
定
国
に
見
せ
て
い

る
が
、
こ
れ
も
奥
女
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
と
い
え
よ
う
。
定
国
は
安

永
九
年
か
ら
天
明
二
年
に
か
け
て
行
っ
た
十
六
人
の
連
衆
と
の
俳
諧
の
成
果
を
「
俳
諧
九
百

韻
」
に
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
十
六
人
の
連
衆
は
従
来
松
山
藩
士
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、

こ
の
う
ち
五
鶴
、
如
栄
の
二
人
に
つ
い
て
は
「
日
記
」
の
中
に
奥
女
中
の
俳
号
と
し
て
登
場

す
る
こ
と
か
ら
、
連
衆
に
は
奥
女
中
も
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、

大
名
の
文
化
が
奥
女
中
の
も
つ
横
の
つ
な
が
り
を
背
景
に
活
性
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
江
戸
で
織
り
な
さ
れ
る
奥
女
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
大

名
文
化
と
の
関
わ
り
が
、「
日
記
」
か
ら
は
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

奥
女
中
は
藩
主
定
国
か
ら
二
日
遅
れ
の
天
明
二
年
三
月
十
三
日
に
江
戸
に
向
け
て
松
山
を

出
発
し
た
。
荷
物
は
長
持
に
入
れ
て
、
あ
ら
か
じ
め
に
送
っ
て
い
る
の
で
、
旅
に
必
要
な
も

の
だ
け
を
も
っ
て
の
出
発
で
あ
っ
た
。
当
初
三
津
浜
か
ら
船
に
乗
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
潮

四
、
江
戸
か
ら
松
山
ま
で

の
具
合
が
わ
る
く
急
遽
高
浜
に
廻
っ
て
い
る
。
奥
女
中
は
駕
篭
に
乗
り
三
津
浜
に
向
か
っ
た

が
、
駕
篭
酔
い
で
途
中
か
ら
駕
篭
を
降
り
て
い
る
。
船
に
乗
っ
て
も
す
ぐ
に
横
に
な
る
有
様

で
あ
っ
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
行
き
が
け
同
様
、
帰
り
に
奥
女
中
が
た
ど
っ
た
ル
ー
ト
を
整
理
し
て
み
る

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
同
じ
く
宿
泊
地
に
は
宿
泊
し
た
日
付
を
付
し
た
。

松
山
―
高
浜
―
御
手
洗
（
三
／
十
三
）
―
因
島
―
高
見
（
三
／
十
四
）
―
多
度
津
―
金
毘

羅
―
善
通
寺
―
日
比
（
三
／
十
五
）
―
牛
窓
（
三
／
十
六
〜
十
七
）
―
室
津
（
三
／
十
八
〜

二
一
）
―
兵
庫
（
三
／
二
二
）
―
安
治
川
口
（
三
／
二
三
）
―
大
坂
（
三
／
二
四
）
―
摂
津

一
ツ
家
（
三
／
二
五
）
―
淀
―
伏
見
―
京
都
（
三
／
二
六
〜
四
／
一
）
―
膳
所
―
女
川
―
石

部
（
四
／
二
）
―
大
野
―
関
（
四
／
三
）
―
亀
山
―
四
日
市
―
桑
名
（
四
／
四
）
―
関
―
鳴

海
（
四
／
五
）
―
大
浜
―
藤
川
の
内
大
は
ま
ぐ
り
―
御
油
（
四
／
六
）
―
荒
井
―
浜
松
（
四
／

七
〇
）
―
袋
井
（
四
／
八
）
―
日
坂
―
佐
夜
の
中
山
―
島
田
―
藤
枝
（
四
／
九
）
―
興
津

（
四
／
一
〇
）
―
油
井
―
蒲
原
（
四
／
十
一
〜
四
／
十
二
）
―
吉
原
―
柏
原
―
沼
津
（
四
／
十

三
）
―
箱
根
―
小
田
原
（
四
／
十
四
）
―
大
磯
―
鴫
立
沢
―
藤
沢
（
四
／
十
五
）
―
程
ケ
谷

―
川
崎
（
四
／
十
六
）
―
品
川
―
江
戸

当
初
瀬
戸
内
海
の
航
海
は
順
調
に
進
み
、
三
月
十
五
日
に
は
多
度
津
に
着
き
、
奥
女
中
は

金
毘
羅
と
善
通
寺
を
参
詣
し
て
い
る
。
三
月
十
八
日
に
は
室
津
で
船
か
ら
上
が
り
、
町
屋
の

風
呂
に
入
り
、
江
戸
浅
草
東
光
庵
伝
授
の
蕎
麦
切
り
を
食
べ
て
い
る
。
三
月
二
二
日
に
な
り

よ
う
や
く
室
津
を
出
船
し
て
い
る
が
、
途
中
急
な
風
で
船
は
大
騒
ぎ
と
な
り
、
帆
を
下
ろ
し

手
漕
ぎ
で
な
ん
と
か
兵
庫
に
辿
り
着
い
て
い
る
。
船
は
大
揺
れ
で
あ
っ
た
た
め
、
奥
女
中
は

船
酔
い
で
苦
し
み
、
度
々
戻
し
た
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
日
に
松
山
藩
の
飛
脚
船
か

ら
定
国
が
無
事
に
大
坂
に
到
着
し
た
知
ら
せ
が
入
っ
て
い
る
が
、
定
国
一
行
も
三
月
十
五
日

に
同
じ
海
域
で
苦
労
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
定
国
の
場
合
も
突
風
に
よ
り
船
が
流
さ

れ
、
兵
庫
で
上
陸
す
る
は
ず
が
須
磨
で
上
陸
し
て
い
る
。
御
座
船
の
碇
三
丁
が
な
く
な
り
、

供
船
も
流
さ
れ
て
家
島
に
避
難
し
た
と
「
日
記
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
定
国
自
身
も
こ
の

旅
の
模
様
を
「
壬
寅
歳
紀
行
」
と
い
う
紀
行
句
集
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
御
座
船
か

歴博研究紀要-9号  04.5.2 7:15 PM   ページ 127



愛媛県歴史文化博物館研究紀要 第９号（2004）

128

ら
小
舟
で
逃
れ
樽
水
と
い
う
浦
の
民
家
に
避
難
し
た
と
あ
り
、「
い
と
心
細
さ
い
わ
ん
か
た
な

し
」
と
感
想
を
書
き
付
け
て
い
る
。

奥
女
中
は
三
月
二
四
日
に
松
山
藩
の
大
坂
屋
敷
に
着
く
と
す
ぐ
に
道
頓
堀
芝
居
を
見
物
に

行
き
、
そ
の
帰
り
に
は
河
内
屋
作
兵
衛
と
い
う
大
き
な
茶
屋
に
行
っ
て
い
る
。
芝
居
は
角
芝

居
藤
川
山
吾
座
の
「
一
の
谷
嫩
軍
記
」
で
、
奥
女
中
は
こ
こ
で
も
江
戸
と
比
較
し
て
、
芝
居

自
体
は
江
戸
と
変
わ
ら
な
い
が
、
衣
裳
は
江
戸
よ
り
も
優
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
る
。
ま
た
、

芝
居
小
屋
の
桟
敷
に
出
て
く
る
女
性
は
赤
の
前
垂
れ
に
太
い
紐
で
結
び
、
茶
屋
の
仲
居
は
赤

の
前
垂
れ
に
鬱
金
縮
緬
や
モ
ウ
ル
の
紐
で
結
ん
で
い
る
と
、
こ
こ
で
も
働
く
女
性
の
姿
を
「
日

記
」
に
興
味
深
く
書
き
留
め
て
い
る
。

三
月
二
五
日
に
は
大
坂
屋
敷
を
出
立
し
、
伏
見
に
向
け
て
三
十
石
船
に
乗
り
こ
ん
で
い
る
。

こ
の
日
は
と
て
も
雨
が
強
く
、
途
中
引
船
で
き
な
く
な
り
、
摂
津
の
一
ツ
家
と
い
う
所
で
夜

を
明
か
し
て
い
る
。
三
月
二
六
日
に
よ
う
や
く
伏
見
に
着
き
、
駕
籠
に
乗
り
松
山
藩
の
京
都

屋
敷
に
入
っ
て
い
る
。
往
路
で
は
京
都
見
物
し
な
か
っ
た
奥
女
中
は
、
こ
の
復
路
で
京
都
を

精
力
的
に
歩
い
て
い
る
。
三
月
二
七
日
に
は
大
仏
を
参
詣
し
、
三
十
三
間
堂
、
清
水
寺
、
祇

園
社
と
廻
っ
て
い
る
。
三
月
二
八
日
に
は
四
条
の
中
村
猪
八
一
座
の
芝
居
を
楽
し
ん
で
い
る
。

中
村
冨
十
郎
が
と
て
も
よ
く
、
尾
上
菊
五
郎
と
中
村
重
蔵
が
花
道
の
両
方
か
ら
出
て
島
原
へ

行
く
と
こ
ろ
が
す
ば
ら
し
く
、
藤
川
八
蔵
は
仕
草
が
よ
か
っ
た
と
、
江
戸
芝
居
に
親
し
ん
で

い
る
奥
女
中
ら
し
く
芝
居
評
を
「
日
記
」
に
記
し
て
い
る
。
三
月
二
九
日
に
は
天
満
宮
と
金

閣
寺
に
行
き
、
金
閣
寺
で
は
庭
も
見
物
し
て
い
る
。

京
都
を
じ
っ
く
り
と
見
物
し
た
奥
女
中
は
、
四
月
二
日
に
京
都
屋
敷
を
出
立
し
て
い
る
。

奥
女
中
は
帰
り
に
も
石
薬
師
の
杖
突
饅
頭
、
四
日
市
の
焼
き
蛤
、
安
倍
川
餅
な
ど
の
名
物
を

食
し
て
い
る
。
四
月
八
日
に
は
江
戸
か
ら
和
歌
山
へ
向
か
う
紀
伊
中
納
言
の
行
列
を
天
龍
川

近
く
の
百
姓
家
で
や
り
過
ご
し
、
四
月
十
三
日
に
は
公
家
の
行
列
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
吉
原

宿
の
茶
屋
で
待
つ
な
ど
、
東
海
道
な
ら
で
は
の
時
間
調
整
も
行
っ
て
い
る
。
四
月
十
五
日
に

は
藤
沢
宿
ま
で
出
迎
え
に
来
た
勝
次
郎
と
い
う
人
物
に
、
父
親
へ
の
土
産
と
し
て
小
田
原
の

鰹
の
た
た
き
と
佐
夜
の
中
山
の
水
飴
を
渡
し
て
い
る
。
江
戸
愛
宕
下
の
松
山
藩
上
屋
敷
に
は
、

四
月
十
七
日
に
到
着
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
、
男
性
に
比
べ
る
と
女
性
が
書
き
残
し
た
も
の
の
数
は
圧
倒
的
に
少
な
い
。
そ

う
し
た
な
か
、
女
性
史
を
長
年
研
究
さ
れ
て
い
る
柴
桂
子
氏
は
、『
近
世
お
ん
な
旅
日
記
』（
吉

川
弘
文
館
・
一
九
九
七
年
）
で
女
性
自
ら
が
書
き
記
し
た
旅
日
記
を
百
八
十
点
見
つ
け
出
し
、

武
家
に
限
ら
ず
多
く
の
庶
民
の
女
性
が
旅
を
契
機
に
そ
の
行
動
を
旅
日
記
と
し
て
書
き
残
し

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
本
資
料
も
江
戸
を
離
れ
る
こ
と
を
契
機
に
記
さ
れ
た
旅
日

記
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
柴
氏
の
調
査
成
果
に
一
つ
の
事
例
を
付
け

加
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

し
か
し
、
も
う
一
方
で
本
資
料
が
旅
日
記
と
し
て
の
み
評
価
す
れ
ば
い
い
の
か
と
い
う
疑

問
も
残
る
。
藪
田
貫
氏
は
、『
男
と
女
の
近
世
史
』（
青
木
書
店
・
一
九
九
八
年
）
で
女
性
が

旅
に
出
る
と
い
う
非
日
常
を
記
し
た
旅
日
記
だ
け
で
は
な
く
、
数
が
少
な
い
な
が
ら
も
日
常

を
記
し
た
日
記
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
父
親
の
死
去
と
い
う
限
ら
れ
た
条
件
で

は
あ
る
が
、
実
際
に
父
親
に
変
わ
り
家
政
日
記
を
書
き
記
し
た
西
谷
さ
く
女
の
こ
と
を
紹
介

し
て
い
る
。
本
資
料
は
旅
日
記
で
あ
る
と
同
時
に
、
奥
女
中
と
し
て
の
日
常
も
書
き
記
し
て

い
る
点
で
、
西
谷
さ
く
女
の
日
記
に
近
い
部
分
も
有
し
て
い
る
。
奥
女
中
は
江
戸
時
代
、
女

性
が
家
か
ら
離
れ
て
自
立
し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
職
業
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
奥
女
中
と
し
て
の
仕
事
を
続
け
る
上
で
必
要
な
情
報
を
書
き
留
め
て
お
く
日
記
が
記
さ
れ

る
余
地
が
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
本
資
料
の
よ
う
な
奥
女
中
の
日
記
は
ど
の
程
度
残
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
奥
女
中
を
研
究
す
る
畑
尚
子
氏
は
『
江
戸
奥
女
中
物
語
』（
講
談
社
現
代
新
書
・
二
〇
〇

一
年
）
の
中
に
、
奥
女
中
の
日
記
に
つ
い
て
「
奥
女
中
が
奉
公
中
に
私
的
な
日
記
を
書
く
こ

と
は
な
か
っ
た
か
ら
、
回
想
録
は
残
っ
て
い
る
も
の
の
、
著
者
も
ま
だ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
日

記
を
目
に
し
た
こ
と
が
な
い
」
と
記
し
て
い
る
。
畑
氏
が
奥
女
中
が
私
的
な
日
記
を
書
か
な

か
っ
た
と
す
る
こ
と
に
は
疑
問
は
残
る
が
、
本
資
料
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
と
ま
で
は
い
か
な
い

ま
で
も
、
全
国
的
に
も
極
め
て
稀
な
奥
女
中
の
日
記
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
関
連
す

る
資
料
が
な
く
、
単
独
で
残
っ
た
「
日
記
」
で
あ
る
の
で
不
明
な
点
は
多
い
が
、
今
後
丁
寧

に
読
み
込
む
こ
と
で
、
本
稿
で
も
触
れ
た
奥
女
中
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
な
ど
、
新
た
な

お
わ
り
に
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奥
女
中
の
姿
も
見
え
て
く
る
も
の
と
期
待
し
た
い
。

凡
例

１
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
可
能
な
限
り
原
資
料
の
記
載
を
尊
重
し
た
。
文
字
は
原
則
と
し
て
常

用
漢
字
を
用
い
、
常
用
漢
字
に
な
い
も
の
は
正
字
を
用
い
た
。
但
し
人
名
、
地
名
は
表

記
の
ま
ま
に
し
た
。

２
、
変
体
仮
名
は
現
行
の
平
仮
名
に
改
め
た
が
、
江
（
え
）
・
者
（
は
）
・
茂
（
も
）
・
而

（
て
）
・
与
（
と
）
・
乃
（
の
）
は
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

（
よ
り
）
と
反
復
記

号
々
・
ゝ
・

・

は
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

３
、
明
ら
か
な
誤
字
・
脱
字
な
ど
は
、
該
当
部
分
の
右
側
に
正
し
い
字
を
（

）
に
入
れ

て
記
し
た
。

４
、
訂
正
・
削
除
が
あ
る
場
合
は
、
消
さ
れ
た
文
字
の
左
側
に
見
消
記
号

を
付
し
、
右
側

に
訂
正
の
文
字
を
記
し
た
。

５
、
朱
書
は
該
当
部
分
を
「

」
で
囲
み
、
右
方
に
（
朱
書
）
と
注
記
し
た
。

６
、
虫
損
・
汚
損
な
ど
で
文
字
が
判
読
で
き
な
い
箇
所
は
字
数
分
を
□
で
示
し
た
。

７
、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
、
適
宜
読
点
を
施
し
た
。

８
、
平
出
は
改
行
せ
ず
、
一
マ
ス
あ
け
と
し
た
。

９
、
資
料
翻
刻
は
、
主
任
学
芸
員
井
上
淳
と
臨
時
職
員
別
宮
博
明
と
が
共
同
で
行
っ
た
。

く
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（
題
箋
）

「
伊
豫
国
松
山
在
勤
中
并
道
中
往
返
日
記
」

天
明
元
丑
年
五
月
十
六
日

朝
曇
ル

四
時

雨

一
今
朝
愛
宕
之
下
御
屋
し
き
五
時
前
出
立
、
品
川
鎰
屋
と
申
茶
屋
ニ
而
送
り
の
人
ニ
い
と

（
暇
）

ま

乞
済
、
夫
よ
り
川
崎
万
年
屋
と
申
茶
屋
に
て
昼
休
、
泊
戸
塚
宿
江
夜
五
時
過
着
い
た
し
餘

程
駕
篭
計
ニ
而
難
儀
、
鎌
倉
鶴
岡
八
幡
乃
御
普
請
場
所
よ
り
甚
介
出
向
ひ
ニ
参
逢
ひ
、
江

戸
両
親
乃
方
江
書
状
差
出
ス

五
月
十
七
日

朝
雨

昼

雨
止
曇
ル

一
馬
入
川
留
り
藤
沢
宿
江
泊
る
、
戸
塚
よ
り
藤
沢
迄
歩
行
に
て
参
ル
、
遊
行
寺
江
参
詣
い
た

し
藤
沢
宿
江
夜
「
朝
」

（
朱
書
）

四
時
前
着
泊

同
　
十
八
日
　
快
晴

一
馬
入
川
明
き
藤
沢
宿
九
時
前
ニ
出
立
、
馬
入
川
船
渡
し
大
磯
ま
て
歩
行
に
て
参
ル
、
又
酒

匂
川
留
り
候
故
大
磯
ニ
泊
ル
、
虎
が
石
見
物
致
し
、
虎
か
石
の
手
前
に
山
下
善
福
寺
に
て

龍
東
山
と
い
ふ
石
山
ニ
あ
な
明
き
候
所
数
々
あ
り
、
見
物
致
し
候

同
　
十
九
日
　
快
晴

一
大
磯
宿
明
け
七
時
前
ニ
出
立
、
酒
匂
川
臺
越
し
箱
根
湯
元
ニ
而
昼
休
、
御
関
所
無
滞
通
り

と
ふ

（
峠
）げ

の
宿
泊
り
ニ
而
七
時
過
ニ
着
、
箱
根
ふ
も
と
よ
り
峠
迄
歩
行
ニ
而
参
ル
、
大
磯
出

立
夜
乃
明
け
ぬ
内
鴫
立
沢
こ
ゆ
る
き
の
磯
通
り
申
候

五
月
廿
日
　
　
快
晴
七
時
過

雨

一
箱
根
と
ふ（

峠
）け

の
宿
明
六
時
前
出
立
、
か
ち
ニ
而
沼
津
迄
ま
い
り
昼
休
沼
津
宿
、
夫
よ
り
駕

篭
に
乗
お
元
殿
両
人
江
先
江
参
り
、
原
ニ
而
三
保
乃
松
原
、
う
き

（
浮
）

嶋
か
原
、
冨
士
見
ゆ
る
、

吉
原
宿
泊
り
江
七
半
時
頃
着
、
名
物
ふ
じ

（
富
士
）

の
白
酒
給
へ
申
候
、
原
宿

ハ
冨
士
山
正
面
に

史
料
翻
刻

見
ゆ
る
、
冨
士
川
出
水
に
て
川
留
り
、
十
九
日

廿
五
日
ま
て
吉
原
宿
ニ
滞
留
、
江
戸

御
飛
脚
着
　
大
守
様
御
風
気
ニ
被
為
入
、
御
発
駕
六
月
朔
日
ニ
相
成
候
由
申
来
ル
、
逗
留

の
内
い
ち
と
参
り
申
候

五
月
廿
一
日
　
雨

同
　
廿
二
日
　
快
晴

同
　
廿
三
日
　
快
晴

同
　
廿
四
日
　
快
晴

同
　
廿
五
日
　
曇
ル
四
時

快
晴

一
吉
原
宿
ニ
五
夜
逗
留
、
右
乃
う
ち
東
善
院
と
申
寺
泊
り
乃
近
所
ゆ
へ
庭
見
物
ニ
参
ル
、
右

乃
山
ニ
浅
間
大
ほ
さ
つ

（
菩
薩
）

の
宮
あ
り
外
に
も
あ
り
、
冨
士
川
明
き
候
て
吉
原
宿
明
六
時
過
出

立
、
左
り
ニ
吹
上
乃
濱
見
ゆ
る
、
五
ツ
半
時
こ
ろ
冨
士
川
無
滞
渡
り
、
油
井
に
て
昼
休
、

お
き
つ

（
興
津
）

川
か
ち
渡
り
さ
つ
た
と
ふ
げ
、
此
所

吹
上
乃
濱
、
袖
し
が
浦
、
三
保
乃
裏
見
ゆ

る
、
左
り
ニ
田
子
乃
浦
見
ゆ
る
、
江
尻
宿
泊
り
ニ
而
七
半
時
着
、
本
陣
泊
り
之
所
智
恩
院

御
登
り
ニ
而
差
合
は
た
ご
や
江
泊
り
候
所
、
殊
之
外
宿
あ
し
く
給
へ
も
の
等
き
た
な
く
難

儀
い
た
し
候
、
江
戸
表
江
御
飛
脚
出
書
状
差
出
候

五
月
廿
六
日
　
快
晴

一
江
尻
宿
五
時
出
立
阿
部

（
安
倍
）

川
臺
越
し
に
渡
り
、
阿
部

（
安
倍
）

川
餅
名
物
ゆ
へ
給
べ
候
処
殊
之
外
風
味

宜
敷
、
ま
り
こ

（
丸
子
）

宿
昼
休
、
う
つ

（
宇
津
）

乃
山
か
ち
に
て
参
る
、
藤
枝
宿
泊
り
乃
所
、
土
方
丹
後
守

様
細
川
様
先
江
御
出
本
陣
さ
し
合
ひ
、
藤
枝
乃
近
所
鬼
し
ま

（
島
）

と
申
所
迄
参
り
候
得
共
、
一

里
程
跡
へ
戻
り
岡
部
宿
江
七
時
過
ニ
着
、
大
井
川
出
水
ニ
而
川
留
り
、
岡
部
宿
ニ
三
日
逗

留
、
う
つ

（
宇
津
）

乃
山
左
り
乃
方
ニ
蔦
乃
細
道
あ
り

同
　
廿
七
日
　
快
晴
昼

雨

同
　
廿
八
日
　
風
雨

同
　
廿
九
日
　
曇
ル

一
大
井
川
明
き
岡
部
宿
四
時
出
立
藤
枝
宿
昼
休
、
瀬
戸
川
か
ち
渡
り
い
さ
ゝ
か
乃
川
な
り
、

大
井
川
無
滞
臺
に
て
越
す
、
夫
よ
り
さ
よ

（
佐
夜
）

乃
中
山
か
ち
ニ
て
夜
ニ
入
候
故
、
夜
な
き
の
石

は
色
合
見
江
わ
か
り
不
申
て
ふ
ち
ん

（

堤

灯

）

に
て
見
申
候
、
餘
程
あ
ふ
き
な
る
石
ニ
て
候
、
名
物

乃
あ
め
乃
餅
給
べ
、
日
坂
宿
の
泊
り
江
夜
五
時
過
ニ
着

（

薩

　

峠

）
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五
月
晦
日
　
　
快
晴

一
日
坂
宿
明
六
時
過
出
立
み
か
乃
原
袋
井
宿
昼
休
、
見
付
宿
泊
り
ニ
而
八
時
過
着
、
江
戸
江

状
出
ス

閏
五
月
朔
日
　
　
快
晴

一
見
付
宿
明
六
時
過
出
立
昼
休
濱
松
宿
昼
休
、
天
龍
川
舟
渡
し
荒
井
船
渡
し
五
拾
町
壱
里
の

渡
し
之
由
、
右
之
方
ニ
高
師
山
見
ゆ
る
、
此
海
に
色
々
乃
貝
あ
り
案
内
申
ス
ト
云
、
貝
乃

中
ニ
カ
ニ
す
ま
居
候
よ
し
、
カ
キ
蛤
多
く
あ
り
候
由
、
荒
井
御
関
所
無
滞
越
し
茶
屋
江
立

寄
、
吸
物
御
酒
な
ど
給
へ
荒
井
名
物
乃
よ
し
ニ
て
鰻ウ

ナ
ギを

出
し
申
候
、
白
須
賀
宿
江
暮
時
ニ

着
、
此
邊
よ
り
遠
州
灘
見
ゆ
る
、
尤
汐
見
坂
邊

ハ
別
而
能
く
見
ゆ
る

同
　
二
日
　
　
雨
天

一
白
須
賀
宿
明
六
時
過
出
立
尤
か
ち
ニ
而
、
昼
休
御
油
宿
迄
参
り
雨
強
ふ
り
出
し
候
ニ
付
駕

篭
ニ
乗
、
岡
崎
宿
泊
り
江
七
半
時
頃
着

同
　
三
日
　
　
雨

一
岡
崎
宿
明
六
半
時
出
立
、
矢
作

ヤ
ハ
ギ

橋
御
修
復
ニ
付
船
渡
し
馬
右
之
川
江
は
ゐ
り
、
三
嶋
様
お

清
殿
明
け
荷
ぬ
れ
候
ニ
付
、
昼
休
之
所
ち
り
う

（
池
鯉
）

宿
江
す
ぐ
ニ
泊
ニ
相
成
八
時
過
着
、
尤
船

渡
し
済
川
役
人
参
あ
や

（
誤
）ま

り
証
文
な
ど
差
出
し
、
暫シ

ハ
ラく

手
間
ど
り
申
候
、
西
矢
作
と
い
ふ

所
十
王
堂
乃
前
ニ
「

（
朱
書
）

浄
る
り

（
瑠
璃
）

御
前
乃
墓
あ
り
」、
右
之
方
に
八
ツ
は
し
江
乃
道
あ
り

同
　
四
日

曇昼

快
晴

一
池チ

リ
ウ鯉

宿
五
時
前
ニ
出
立
、
宮
江
昼
休
ニ
而
桑
名
ま
て
七
里
の
船
渡
し
之
所
、
風
悪
敷
す
ぐ

ニ
昼
休
の
宮
江
泊
、
夫
　
夕
方
あ
つ

（
熱
）田

の
宮
江
参
詣
い
た
し
、
至
て
結
構
成
る
宮
作
り
ニ

而
、
御
屋
根
不
残
ひ
わ
だ

（
桧
皮
）

葺
石
と
ふ
ろ
ふ

（

灯

籠

）

お
び
た
ゝ
敷
御
座
候
、
池
鯉
宿

江
戸
表
江
御

飛
脚
出
御
状
差
出
し
候

同
　
五
日
　
　
快
晴

一
宮
宿
五
時
頃
出
立
、
七
里
乃
渡
し
順
風
ニ
而
九
ツ
時
前
ニ
桑
名
宿
江
着
、
此
所
昼
休
、
尾

州
勢
州
乃
境サ

カ
イな

り
、
右
昼
休
之
場
所
江
な
ご

（
名
古
）

屋
乃
小
刀
は
さ
み
其
外
あ
き
な
ひ
も
の
色
々

持
参
り
候
故
調
ひ
申
候
、
夫

弐
里
程
か
ち
ニ
而
参
り
、
又
駕
篭
ニ
乗
石
薬
師
宿
泊
り
江

七
時
過
ニ
着
致
候
、
杖ツ

エ
突ツ

キ
坂
あ
り

同
　
六
日
　
　
雨

一
石
薬
師
宿
明
六
ツ
時
前
出
立
、
坂
乃
下
ニ
薬
師
堂
あ
り
、
夫
よ
り
昼
休
江
関
江
着
、
左
り

に
地
蔵
堂
あ
り
、
是
を
関
乃
地
蔵
と
い
ふ
、
鈴
鹿
山
か
ち
ニ
て
登
り
も
の
す
ご
き
山
な
り
、

み
な

（
水
）

口
泊
ニ
而
七
半
時
過
着
、
此
所
江
コ
リ

（
行
李
）

色
々
持
参
り
あ
き
な
ひ
候
故
調
ひ
申
候
、
鈴

鹿
山
を
越
シ
す
ゞ
か

（
鈴
鹿
）

川
あ
り
、
田
村
川
を
渡
り
右
に
「
田
村

（
朱
書
）
　

明
神
乃
社
あ
り
」

閏
五
月
七
日
　
　
快
晴

一
み
な

（
水
）

口
明
六
時
過
出
立
、
野
ち
の
玉
川
膳ゼ

所
乃
は
し
此
邊
よ
り
三
上
山
見
ゆ
る
、
昼
休
草

津
宿
江
着
、
此
所
名
物
女
川
な
め
し
て
ん
か
く

（

菜

飯

田

楽

）

か
ふ

（
香
）

乃
も
の
菜
漬
出
し
候
、
風
味
宜
敷
候
、

瀬
田
乃
橋
渡
り
夫

石
山
寺
江
参
詣
致
、
折
か
ら
開
帳
あ
り
賑
ニ
御
座
候
、
門
前
ニ
茶
屋

お
び
た
ゝ
し
く
出
来
、
江
戸
の
中
洲
の
ま
ね
ら
し
く
瀬
田
乃
川
ば
た
ニ
茶
屋
出
来
居
候
、

女
子
赤
ま
へ
た
れ
誠
ニ
す
さ
間
敷
、
石
山
ニ
而
山
乃
上
に
つ
き
鐘
堂
あ
り
、
参
詣
の
男
女

ニ
限
り
な
く
か
ね
を
つ
か
せ
候
、
ぼ
た
い

（
菩
提
）

乃
た
め
ニ
な
り
候
由
、
石
山
乃
本
堂
の
正
面
乃

額
秀
頼
二
世
安
楽
乃
た
め
浅
井
備
前
守
女
と
認
メ
こ
れ
有
ル
、
観
音
乃
御
せ
ひ
餘
程
高
く

坂
を
登
り
向
ふ
乃
方
ニ
弘
法
大
師
の
木
像
あ
り
、
川
岸
に
か
る
わ
ざ

（

軽

業

）

の
や
う
な
し
か
け
ニ

い
た
し
海
の
貝
ひ
ろ
ひ
申
候
、
又
見
せ
も
の
な
と
も
御
座
候
、
大
津
宿
の
泊
り
江
暮
時
頃

着
い
た
し
候
、
石
山
観
音
の
脇
に
紫
式
部
源
氏
物
語
つ
く
ら
れ
候
庵
室
あ
り
、
つ
き
鐘
は

何
れ
茂
寄
合
ひ
候
て
つ
き
申
候
、
泊
り
宿
大
津
迄
乃
道
は
膳
所
乃
城
前
を
通
り
申
候
、
瀬

田
よ
り
膳
所
の
城
下
迄
乃
間
を
ま
の

（
真
野
）

ゝ
入
江
と
申
候
よ
し

同
　
八
日
　
　
快
晴

一
大
津
宿
明
六
時
過
出
立
、
深
草
山
里
も
有
り
藤
乃
森
墨
染
右
之
方
ニ
女
郎
屋
あ
り
、
夫
よ

り
駕
篭
之
も
の
ニ
別
れ
昼
じ
き
い
た
し
尤
伏
見
に
て
中
喰
、
九
時
前
ニ
伏
見
江
着
い
た
し

昼
喰
、
以
後
湯
ニ
入
髪
を
仕
廻
ひ
、
七
時
過

乗
船
い
た
し
伏
見
よ
り
少
々
舟
ニ
て
参
り
、

大
守
様
御
召
乃
御
座
船
拝
見
い
た
し
、
夫

淀
に
て
御
召
御
座
舟
附
居
是
も
拝
見
い
た
し
、

水
車
見
物
い
た
し
候
所
、
此
節
ハ
く
る
ま
廻
り
不
申
候
、
夜
船
ニ
て
大
坂
御
屋
敷
江
九
日

乃
朝
五
時
前
に
着
い
た
し
候
、
駕
篭
之
者
喜
代
三
庄
五
郎
外
ニ
壱
人
右
三
人
斗
見
立
に
参

り
候
よ
し
に
て
、
橋
乃
前
に
待
居
見
立
く
れ
申
候

閏
五
月
九
日
　
　
快
晴

一
大
坂
御
屋
敷
江
朝
五
時
前
ニ
着
い
た
し
、
し
ま
ひ
い
た
し
天
満
乃
開
帳
江
参
り
候
処
、
い
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ろ

く
か
ざ
り
も
の
て
う
ち
ん

（

堤

灯

）

と
ふ
ろ
ふ

（

灯

籠

）

等
夥
敷
御
座
候
、
参
詣
の
人
数
く
ん
じ
ゆ

（

群

集

）

い
た

し
や
う

く
お
し
合
ひ
候
て
お
が
み
申
候
、
開
帳
場
世
話
役
乃
上
下
は
つ
ひ

（
法
被
）

ニ
ひ
わ
茶
ニ

て
御
座
候
、
夫
よ
り
そ
ね

（
曽
根
）

崎
之
天
神
江
参
り
、
寺
町
乃
茶
屋
江
参
吸
も
の
酒
な
と
給
べ
、

夜
五
時
過
御
屋
敷
江
帰
り
直
に
御
屋
敷

大
坂
御
代
官
大
屋
四
郎
兵
衛
様
江
手
紙
出
ス
、

御
屋
敷
に
は
蚊
お
り
不
申
候

同
　
十
日
　
　
快
晴

一
大
坂
御
屋
敷

船
に
て
住
吉
江
参
詣
い
た
し
、
所
々
見
物
い
た
し
、
住
吉
乃
橋
損
し
居
申

候
、
茶
屋
ニ
而
昼
喰
給
べ
、
夫

天
王
寺
い
く

（
生
）

玉
江
も
参
り
候
、
い
く
た
ま

（

生

玉

）

殊
之
外
賑
な

る
所
ニ
て
不
断
江
戸
乃
浅
草
山
下
な
と
乃
や
う
ニ
て
女
郎
其
外
藝
者
な
と
見
懸
け
申
候
、

い
く

（
生
）

玉
乃
名
物
の
よ
し
に
て
な
ん
は
ん

（

南

蛮

）

う
ん
ど
ん
や
江
寄
皆
々
う
と
ん
を
給
へ
ら
れ
候
、

私
は
そ（

蕎
麦
）は

切
を
好
み
給
へ
候
處
こ（

殊
）と

の
外
風
味
宜
敷
候
、
夫

船
に
乗
り
夜
五
時
過
御
屋

敷
江
帰
り
、
右
乃
留
守
ニ
大
屋
四
郎
兵
衛
様

御
使
被
下
名
物
虎
屋
が
饅
頭
一
折
と

（
沢た

く

ハ庵
）ん

漬
大
根
一
桶
被
遣
候
、
二
條
御
門
番
之
頭
間
宮
孫
四
郎
様

京
都
名
物
乃
よ
し
丸
山

煮
梅
一
壷
被
遣
候
、
右
御
両
人

品
々
被
下
候
ニ
付
江
戸
表
御
両
親
江
も
右
之
段
書
状
ニ

申
上
候
、
尤
江
戸
表
江
之
書
状
者
大
坂
御
屋
敷
江
頼
み
置
申
候

江
戸
御
屋
敷
小
日
向
新
け
い
橋

大
屋
四
郎
兵
衛
様

江
戸
御
屋
敷
小
日
向
筑（

築
）地

間
宮
孫
四
郎
様

同
　
十
一
日
　
曇
ル

一
大
坂
御
屋
敷
所
々
拝
見
い
た
し
、
昼
七
時
頃

御
門
前
ニ
て
乗
船
い
た
し
、
夫

壱
里
程

参
り
御
国
よ
り
乃
迎
ひ
関
船
に
乗
移
り
、
雨
ふ
り
出
し
大
坂
横
町
与
申
所
ニ
滞
船
い
た
し

候

同
　
十
二
日

昼
雨
昼
過

快
晴

船
出
不
申
候

閏
五
月
十
三
日
　
雨
昼

晴
ル

一
少
々
風
能
く
四
時
頃
船
出
候
処
、
風
悪
敷
相
成
安
治
川
と
申
所
わ
ず
か
六
町
程
参
り
滞
舟

致
候

同
　
十
四
日
　
快
晴
逗
留

同
　
十
五
日
　
快
晴

一
順
風
に
て
明
六
時
過
船
出
申
候
、
海
上

一
乃
谷
須
广

（
磨
）あ（
淡
）わ

路
嶋
和
田
乃
み
さ

（
岬
）

き
見
ゆ
る
、

拾
八
里
乃
播
磨
灘
無
滞
越
、
風
悪
敷
相
成
り
三
里
程
跡
へ
戻
り
、
明
石
乃
表
江
舟
付
け
暮

方
ニ
小
船
ニ
乗
替
湊
江
附
け
、
明
石
御
城
下
乃
湯
屋
江
参
り
行
水
な
と
致
、
尤
右
之
湯
屋

か（
借
）り

切
り
ニ
い
た
し
御
手
前
乃
人
斗
り
入
湯

五
時
前
ニ
帰
り
、
月
至
て
さ
へ
渡
り
、
四

時
過
迄
御
酒
な
と
出
船
中
ニ
て
月
を
な
が
め
候
所
、
誠
に
月
乃
名
所
と
て
か
く

（
格
）

別
乃
詠
め

て
候
處
、
左
之
通
り
ほ
ふ
ば
ゐ

（

朋

輩

）

衆
申
合
発
句
な
ど
い
た
し
候

頼
み
奉
る
、
君
乃
御
供
し
て
君
も
な
れ
ぬ
山
を
越
し
川
を
渡
り
、
軒
端
み
じ
か
き
家

に
夜
を
明
し
な
と
し
て
日
を
重
て
、
舟
に
乗
り
て
名
高
き
明
石
乃
裏
「
浦

（
朱
書
）

」
に
船
乃

よ
り
に
け
り
、
月
乃
波
に
ゆ
ら
る
ゝ
げ
に
も
ふ
り
に
し
名
所
と
者
言
葉
に
も
尽
し
か

た
し

「
月

（
朱
書
）

出
て
夏
さ
へ
お
か
し
明
石
か
た
　
　
五
鶴

何
處
よ
り
も
お
か
し
明
石
乃
夏
の
月
　
如
栄

明
石
か
た
幸
に
懸
り
つ
夏
乃
月
　
　
　
里
夕
」

同
　
十
六
日
　
快
晴
七
時
少
雨
直
ニ
止
ム

一
明
七
時
明
石
を
出
船
、
此
邊
乃
海
上

姫
路
乃
城
高
砂
見
ゆ
る
、
明
石
よ
り
江

（
家
）

嶋
迄
拾
三

里
ほ
ど
行
、
江

（
家
）

嶋
ニ
滞
船
、
此
所

向
ふ
に
酒
井
雅
楽
頭
様
御
番
所
見
ゆ
る
、
右
に
室
見

ゆ
る
、
右
ニ
室
見
ゆ
る
、
く
づ
屋
少
々
あ
り

同
　
十
七
日
　
快
晴
昼

雨
暮
時
止
ム

一
明
六
時
過
船
出
候
所
、
向
風
ニ
而
漸
弐
里
程
参
り
備
前
国
本
嶋
ト
云
所
ニ
滞
船
、
濱
邊
江

上
り
貝
な
ど
ひ
ろ
ひ
す
く
ニ
濱
邊
ニ
而
昼
膳
給
へ
申
候

閏
五
月
十
九
日

一
朝
五
時
前
船
出
七
里
程
参
り
引
汐
ニ
而
備
前
の
内
し
も
つ
ゐ

（
下
津
井
）

と
申
所
ニ
泊
ル
、
し
も
つ
ゐ

（
下
津
井
）

の
手
前
左
之
方
は
る
か
に
金
比
羅
乃
山
見
ゆ
る
、
金
比
羅
江
御
初
尾
薪
江
書
付
い
た
し
、

鳥
目
く
ゝ
り
附
上
申
候
、
此
所
ニ
而
蛸タ

コ
の
い
き
て
居
候
を
蝋

リ
ヤ
ウ

師
持
参
り
候
ニ
付
調
ひ
候
處
、

舟
中
ニ
酢
な
く
候
故
塩
を
附
け
給
へ
候
処
殊
之
外
風
味
宜
敷
、
暮
六
時
頃

汐
宜
敷
相
成

四
ツ
時
分
迄
ニ
五
里
程
参
り
、
南
風
吹
出
し
少
々
波
あ
ら
く
成
候
ニ
付
弐
里
程
跡
へ
戻
り
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手
嶋
と
申
所
江
一
夜
逗
留

同
　
廿
日
　
　
明
六
時

雨
五
時

晴
天

一
南
風
ニ
而
船
出
不
申
　
大
守
様
十
八
日
寅
ノ
刻
室

御
出
船
被
遊
候
由
御
国
江
之
御
飛
脚

此
方
江
寄
り
右
之
段
窺
申
上
候
、
夕
方
濱
邊
江
上
り
貝
な
と
ひ
ろ
ひ
暮
方
に
舟
江
帰
り
申

候

同
　
廿
一
日

雨
四
時

虹
吹
晴
ル

八
時
過

夕
立
雷
雨

一
朝
五
時
過
ニ
船
出
申
候
、
四
時
迄
ニ
漸
弐
里
程
参
り
備
中
乃
国
白
石
と
云
所
ニ
し
ば
ら
く

汐
待
、
備
後
の
国
鞆と

も
と
云
所
の
湊
ニ
滞
舟
、
白
石

と
も

（
鞆
）

迄
三
里
程
御
座
候
、
阿
部
豊
後

守
様
御
国
許
之
由

同
　
廿
二
日
　
快
晴

一
明
七
時
鞆
乃
湊
を
出
船
風
早
乃
浦
三
里
ほ
ど
行
、
今
晴

（
治
）御

領
分
是

松
山
江
拾
八
里
、
左

り
之
方
ニ
松
平
内
膳
正
様
御
領
分
見
ゆ
る
、
御
馳
走
船
御
使
者
船
な
ど
見
へ
申
候
、
小
家

な
と
あ
そ
こ
爰
に
見
ゆ
る
、
追
風
に
て
殊
之
外
宜
敷
七
時
過
ニ
三
津
乃
濱
江
着
い
た
し
一

夜
逗
留
、
漸
舟
中
無
滞
ま
づ
ハ
三
津
の
濱
江
着
い
た
し
何
れ
も
大
歓
発
句
な
ど
い
た
し
其

夜
い
わ
ひ
候
而
御
酒
吸
も
の
な
と
出
、
夜
八
ツ
時
頃
迄
吉
右
衛
門
殿
初
め
何
れ
も
打
寄
咄

し
申
候げ

に
憂
旅
な
り
と
思
ふ
け
し

く
多
か
り
け
り
、
か
く
て
　
君
乃
し
ろ
し
め
す
三
津

と
な
ん
い
ふ
濱
に
た
そ
が
れ
ニ
付
ぬ
れ
は
、
明
け
な
ば
　
御
城
に
ま
か
り
な
ん
と
て

そ
乃
浦
ニ
夜
を
明
さ
ん
と
云
合
侍
る
ニ
、
先
づ
心
落
附
ぬ

「
古

（
朱
書
）

郷
も
か
く
涼
し
き
や
三
津
の
濱
　
　
五
鶴

古
郷
に
涼
風
似
た
り
三
津
乃
濱
　
　
　
如
栄

憂
旅
を
わ
す
れ
て
涼
し
三
津
乃
濱
　
　
里
夕
」

三
津
よ
り
　
御
城
江
壱
里
半
御
座
候

閏
五
月
廿
三
日
　
快
晴

一
明
六
時
過
三
津
の
濱

上
り
町
家
ニ
而
湯
ニ
入
茶
漬
な
と
給
へ
し
た
く
致
し
、
夫

三
津

の
濱
御
茶
屋
江
参
り
御
昼
膳
い
た
ゝ
き
す
ぐ
ニ
駕
篭
ニ
乗
り
　
御
城
江
入
申
候
処
、
夥
敷

見
物
出
申
候
、
縄
手
と
云
所
ニ
而
吉
右
衛
門
殿
初
め
供
之
人
々
江
暇
乞
い
た
し
、

御
城

江
八
時
前
着
致
し
御
料
理
等
戴
き
、
夫
よ
り
行
水
な
と
い
た
し
奥
江
出
御
夜
長
い
た
ゝ
き
、

六
時
過
部
屋
江
帰
り
早
々
休
申
候
、
着
前
ニ
江
戸
表
よ
り
両
度
書
状
着
い
た
し
居
申
候

麻
苧
　
三
把
　
お
友
江

御
末
之
衆

同
　
　
弐
把
　
お
さ
つ
江
　
　
麻
苧
　
弐
把
つ
ゝ
　
　
三
人
江

同
　
　
弐
把
　
御
中
居
江

右
者
お
哥
殿
始
め
私
迄
遣
し
申
候

同
　
廿
四
日
　
晴
天
夜
中
雨

一
三
津
の
濱
御
着
乃
御
注
進

同
　
廿
五
日

朝
雨
夫

晴
ル

時
々
降
ル

一
太
守
様
御
機
嫌
能
九
時
御
着
城
被
遊
、
少
々
御
表
ニ
而
御
手
間
取
被
遊
す
く
ニ
奥
江
被
為

入
皆
々
御
目
見
被
仰
付
、
江
戸
表
江
御
用
飛
脚
出
ル

同
　
廿
六
日

同
　
廿
九
日
迄
快
晴

六
月
朔
日
　
　
快
晴

同
　
二
日
　
　
快
晴

一
江
戸
表

御
用
飛
脚
着
、
宿

も
書
状
来
ル
、
宿

之
書
状
ニ
申
越
候
者
、
閏
五
月
十
八

日
壱
つ
橋
民
部
卿
様
御
嫡
子
様
徳
川
豊
千
代
様
御
事
御
養
君
ニ
被
為
成
、
同
十
九
日
ニ
薩

摩
守
様
御
姫
様
一
つ
橋
江
被
為
入
、
御
供
立
者
御
本
丸
御
目
付
衆
共
外
布
衣
以
上
之
御
方

并
一
つ
橋
附
之
衆
薩
摩
守
様
御
家
来
入
交
り
候
而
之
御
供
之
由
、
珍
敷
御
供
立
、
右
御
姫

様
ニ
者
若
君
様
御
簾
中
様
江
被
為
成
候
ニ
付
、
一
先
つ
一
橋
江
被
為
入
、
夫

御
本
丸
江

御
入
被
遊
候
由
、
若
君
様
ニ
者
閏
五
月
廿
五
日
西
丸
江
被
為
入
候
由
、
右
之
趣
委
敷
江
戸

宿
元

申
越
候六

月
三
日

同
　
晦
日
迄
　
快
晴

一
六
月
三
日
、
殊
之
外
登
せ
強
顔
ニ
吹
出
も
の
い
た
し
、
耳
鳴
候
ニ
付
道
庵
殿
薬
給
べ
申
候

一
同
四
日
、
江
戸
表
江
御
用
飛
脚
出
ル

一
同
六
日
、
江
戸
表
江
御
用
飛
脚
出
ル
、
宿
江
も
状
遣
し
申
候
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一
同
七
日
、
五
月
十
日
出
乃
大
廻
し
今
日
無
滞
着
致
候

一
同
十
日
、
閏
五
月
廿
五
日
江
戸
表

御
飛
脚
出
今
日
朝
五
時
前
ニ
至

（
到
）着

、
宿

も
書
状
遣

ス
一
同
十
三
日
、
御
用
飛
脚
出
ル
、
宿
江
も
書
状
遣
ス

一
同
十
八
日
、
当
月
七
日
出
之
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
宿

も
書
状
来
ル

一
同
廿
六
日
、
江
戸
表
江
御
用
飛
脚
出
ル
、
宿
江
も
書
状
遣
ス

熊
か
た
ゐ
与
申
所
ニ
而
御
鉄
砲
御
覧
遊
ば
し
は
た
火
と
申
も
の
御
座
候
、
夜
ニ
入
花
火
上

ル
一
同
廿
八
日
、
雨
乞
被
　
仰
付
台
山

タ
イ
（
太
）

寺
乃
山
江
山
伏
登
り
御
祈
祷
い
た
し
候

一
同
廿
九
日
、
当
月
十
六
日
出
之
御
用
飛
脚
今
日
至

（
到
）着

、
宿

茂
書
状
来
ル

七
月
朔
日

一
今
日
四
ヶ
寺
江
雨
乞
御
祈
祷
被
仰
付
候

七
月
二
日
　
　
　
快
晴

一
今
日
迄
三
十
日
餘
之
日
照
り

同
　
三
日
　
　
　
雨
天

一
今
日
雨
降
り
申
候
、
吟
的
殿
薬
給
灸
治
も
致
候

同
　
四
日

同
　
六
日
迄
　
　
快
晴

一
六
月
四
日
、
御
定
式
御
飛
脚
出
ル
、
宿
江
も
書
状
遣
ス

同
　
七
日
　
　
　
四
時
前
迄
雨
雷
少
シ

一
今
日
御
中
老
役
中
川
傳
兵
衛
殿
臺
所
江
雷
落
謡
本
少
々
焼
候
由
、
三
之
丸

弐
町
程
有
之
、

尤
御
曲
輪
内
御
堀
端
之
屋
敷
ニ
御
座
候

同
　
八
日
　
　
　
夕
方
雨

一
跡
月
廿
五
日
出
之
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
宿

も
書
状
来
ル

同
　
九
日
　
　
　
快
晴

同
　
十
日
　
　
　
同

同
　
十
一
日
　
　
同

一
昨
夜

雨
天
ニ
付
御
飛
脚
出
候
筈
之
所
相
延
申
候

同
　
十
二
日

同
　
十
四
日
迄
　
快
晴

十
三
日
ハ
弐
百
十
日
之
処
晴
天

同
　
十
五
日
　
　
朝
曇
ル
夕
方

雨

一
今
十
五
日
御
献
上
物
有
之
候
ニ
付
御
飛
脚
出
ル
、
宿
江
も
書
状
遣
ス

同
　
十
六
日
　
　
雨

同
　
十
七
日

同
　
廿
三
日
迄
　
快
晴

一
七
月
十
七
日
七
ツ
出
頼
出
不
申
、
十
八
日

病
気
ニ
付
引
込
廿
日
出
勤
い
た
し
候

一
七
月
十
九
日
ニ
者
御
定
日
ニ
候
得
共
御
飛
脚
出
不
申
候

一
同
廿
三
日
江
戸

当
月
五
日
出
之
御
飛
脚
今
日
至

（
到
）着

、
宿
始
メ
所
々

書
状
来
ル

七
月
廿
四
日
　
　
夕
方

雨

一
西
丸
御
山
に
初
茸
と
り
ニ
参
り
候

同
　
廿
五
日
　
　
朝
雨
昼
過

止
曇
ル

同
　
廿
六
日
　
　
曇
ル

一
御
庭
江
参
御
鉄
炮
被
遊
候
を
拝
見
い
た
し
候

同
　
廿
七
日
　
　
雨

一
御
居
間
之
御
庭
之
塀
乃
屋
根
江
四
尺
余
乃
へ
び
出
申
候

一
御
用
飛
脚
出
候
、
宿
江
も
書
状
遣
ス

同
　
廿
八
日
　
　
曇
ル

同
　
廿
九
日
　
　
快
晴

八
月
朔
日
　
　
　
昼
過

曇

同
　
二
日
　
　
　
雨
夜
ニ
入
止

一
西
丸
ニ
而
花
火
あ
か
り
拝
見
い
た
し
候

同
　
三
日

同
　
五
日
迄
　
　
快
晴

一
八
月
四
日
御
用
飛
脚
着
、
宿

ハ
書
状
参
ら
ず
、
江
戸
表
七
月
十
二
日
夜
大
あ
ら
し
致
候

由
申
来
ル
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同
　
六
日
　
　
　
雨
夕
方

止

同
　
七
日

同
　
十
三
日
迄
　
快
晴

一
八
月
七
日
至
て
あ
つ
さ
強
、
す
べ
て
当
月
四
日
よ
り
さ
ゑ
返
り
暑
サ
甚
強
く
誠
に
極
暑
乃

如
く
風
一
向
無
之
候

一
八
月
八
日
御
飛
脚
出
ル
、
四
日
之
御
定
日
延
ひ
七
日
乃
日
附
に
て
今
八
日
出
立
、
宿
江
書

状
并
木
綿
壱
反
御
国
名
物
素
め
ん

（
麺
）

遣
申
候

一
八
月
十
三
日
、
道
護（

後
）八

幡
之
祭
礼
ニ
付
、
御
物
見
に
て
見
物
い
た
し
候
処
、
祭
礼
お
も
し

ろ
か
ら
す
、
壱
番
ほ
こ
弐
番
ほ
こ
と
申
鉾ホ

コ
三
ツ
四
ツ
少
々
乃
出
し
壱
ツ
大
キ
な
る
ば
し
や

（
芭
蕉
）

う
の
作
り
も
の
、
外
ニ
子
供
鬼
乃
面
な
ど
を
か
む
り
大
鼓
鉦
を
打
通
り
申
候
、
神
輿
所
乃

風
之
由
に
て
く
る
わ
せ
候
由
に
て
大
勢
ひ
乃
見
物
の
中
江
は
い
り
、
見
物
の
人
を
追
ひ
ち

ら
し
く
る
り

と
廻
り
申
候
、
右
乃
人
ハ
し
ぼ
り
の
単
も
の
ニ
た
す
き
を
か
け
居
候
、

八
時
過
よ
り
祭
礼
渡
り
少
し
の
間
ニ
相
済
、
夫

三
さ

（
味
酒
）け

大
明
神
江
参
詣
い
た
し
候
、
御

物
見
乃
向
ふ
ニ
八
ツ
又
と
申
ス
榎
有
之
、
右
之
榎
ニ
狸
す
ま
居
候
よ
し

同
　
十
四
日
　
　
昼
快
晴
夜
ニ
入
雨

同
　
十
五
日

曇
夜
五
時

月
出
候
得
共

晴
れ
不
申
候

「
燈

（
朱
書
）

火
も
吹
消
に
け
り
今
日
乃
月

古
郷
は
詠
め
も
同
し
今
日
の
月
」

同
　
十
六
日
　
　
雨
昼
過

快
晴

同
　
十
七
日

同
　
廿
一
日
迄
　
快
晴

一
八
月
十
八
日
、
今
日
江
戸
表

八
月
五
日
出
之
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
宿

も
七
月
廿
一
日
、

同
廿
六
日
、
八
月
出
之
書
状
一
所
ニ
着
い
た
し
候
、
有
合
之
由
ニ
て
丈
長
乃
紙
参
り
候
、

七
月
十
二
日
ハ
弐
百
九
日
乃
日
ニ
て
候
処
、
江
戸
表
昼
九
時
よ
り
大
嵐
に
て
夜
九
時
過

相
止
、
北
風
故
江
戸
表
宿
江
は
当
テ
不
申
候
由
、
十
年
以
前
辰
年
八
月
二
日
乃
大
嵐
乃

こ
と
く
所
々
大
水
ニ
て
新
大
橋
、
永
代
は
し

（
橋
）

、
千
住
大
は
し

（
橋
）

、
何
れ
も
少
々
つ
ゝ
損
、

其
外
所
々
小
橋
等
は
不
残
落
候
由
、
飛
島
山
下
邊
迄
は
舟
ニ
て
通
ひ
候
由
申
越
し
候

く

一
今
日
昼
時
灸
治
い
た
し
候

八
月
廿
二
日

同
　
廿
四
日
迄
　
雨

一
八
月
廿
四
日
御
用
飛
脚
出
ス
、
宿
江
も
状
遣
ス

同
　
廿
五
日

同
　
廿
九
日
迄
　
快
晴

一
八
月
廿
六
日
味
酒
大
明
神
祭
礼
ニ
付
御
物
見
江
見
物
ニ
出
候
、
一
番
戈
夫

四
本
戈
か
つ

ぎ
屋
た
ひ

（
台
）

六
つ
色
々
人
形
つ
く

（
作
）

り
も
の
な
と
出
候
、
神
輿
一
躰
ハ
御
城
江
被
為
入
候
ニ
付

ク
ル
ハ
セ
不
申
、
余
弐
躰
ハ
誠
に
ど
ふ
ニ
つ
き
上
け
候
様
ニ
手
ニ
て
つ
き
上
け
、
夫
よ
り

大
勢
ひ
乃
人
の
中
江
は
い
り
く
る
ハ
セ
申
候
、
四
時

祭
礼
渡
り
九
時
前
ニ
相
済
申
候

一
八
月
廿
七
日
、
か
つ

（
勝
岡
）か

山
と
申
所
江
松
茸
を
と
り
ニ
参
候
、
三
之
丸

弐
里
乃
餘
も
御
座

候
、
岩（

祝
）井

谷
と
申
所
の
庄
屋
ニ
て
し
ば
ら
く
休
昼
喰
い
た
し
、
夫

ま
た
西
宝

（
法
）寺

と
申
所

ニ
而
休
、
か
つ
か

（
勝
岡
）

山
江
参
候
所
、
至
て
難
所
ニ
て
や
う

く
右
の
山
江
登
り
、
誠
に
深
山

ニ
而
御
座
候
、
右
乃
山
ニ
か
つ
か

（
勝
岡
）

大
権
現
乃
宮
あ
り
、
松
茸
壱
ツ
や
う

く
取
申
候
、
松

乃
木
ニ
と
ゝ
ま
り
登
り
申
候
、
猪
狼
な
と
お
ひ
た
ゝ
し
く
出
候
由
、
帰
り
ニ
又
西
宝（

法
）寺

江

寄
し
た
く

（
支
度
）

な
と
い
た
し
三
之
丸
江
夜
五
時
過
帰
申
候
、
昼
休
前
ニ
千
秋
寺
江
も
寄
申
候

西
宝（

法
）寺

者

天
台
宗
　
本
尊
薬
師

千
秋
寺
ハ

お
ふ
ば
く

（

黄

檗

）

宗
　
本
尊
釈
加（

迦
）

九
月
朔
日
　
　
　
　
雨
朝
五
時
前
少
々
地
震

同
　
二
日

同
　
五
日
迄
　
　
　
快
晴

一
九
月
五
日
、
兜
カ
ニ
御
覧
ニ
入
申
候
、
何
れ
も
見
物
い
た
し
候
、
太
キ
サ
金
ザ
シ

（
指
）

ニ
テ
壱

尺
弐
寸
程
、
色
は
せ
ひ
ひ
つ
ニ
而
か
ぶ
と
乃
か
た
ち
の
如
く
角
壱
本
御
座
候

九
月
六
日

同
　
七
日
迄
　
　
　
曇

一
九
月
七
日
、
今
日
御
用
飛
脚
御
状
仕
立
御
表
江
出
ス
、
翌
八
日
出
立
之
積
り
、
江
戸
表
宿
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元
江
書
状
外
ニ
鱧
弐
枚
上
け
申
候
、
お
り
て
初
御
使
番
江
鱧
三
枚
お
哥
殿

遣
申
候

同
　
八
日
　
　
　
　
雨

同
　
九
日
　
　
　
　
快
晴

一
九
月
九
日
、
今
日
奥
ニ
而
香
利
申
候
并
発
句
い
た
し
候
、
左
之
通
り

た
ん
せ
ひ
乃
祷
も
見
へ
け
り
菊
乃
花

菊
作
り
主
乃
世
話
は
い
か
ば
か
り

同
　
十
日

同
　
廿
九
日
迄
　
　
快
晴

一
九
月
十
日
、
丸
山
江
御
鉄
砲
ニ
被
為
入
御
留
守
ニ
西
の
丸
御
庭
江
参
り
、
初
茸
を
ひ
ろ
ひ

并
奥
に
て
香
利
申
候
、
初
め
て
香
元
致
候

一
同
十
三
日
、
御
月
見
延
ひ
十
五
日
ニ
相
成
り
候
、
八
重
崎
殿
御
部
屋
に
て
香
利
申
候
、
月

見
ニ
付
発
句
い
た
し
左
之
通
り

酒
に
う
く
ち
り
も
見
へ
け
り
后
の
月

立
こ
め
し
障
子
も
明
け
つ
后
の
月

一
同
十
七
日
黒
軸
乃
御
筆
戴
申
候
、
八
重
崎
殿
御
部
屋
に
て
香
利
申
候

一
同
十
八
日
、
江
戸
表
九
月
五
日
出
之
御
飛
脚
今
日
着
、
宿
元

ハ
八
月
八
日
、
同
十
一
日
、

同
十
三
日
、
同
廿
四
日
、
九
月
五
日
右
五
度
乃
日
附
け
乃
書
状
今
日
着
致
候
、
お
き
さ
事

七
月
十
五
日
因
幡
の
国
出
立
い
た
し
候
而
、
八
月
七
日
ニ
道
中
無
滞
江
戸
表
江
着
い
た
し

す
ぐ
ニ
大
加
屋
江
参
り
、
夫

八
代
洲
河
岸
江
む
か

（
迎
）ゐ

之
人
と
一
所
ニ
上
り
翌
日
八
日
ニ

追
分
江
参
り
候
由
、
む
か

（
迎
）ひ

助
五
郎
様
品
川
迄
御
越
し
之
所
見
か
け
不
申
候
ニ
付
、
大
森

迄
御
出
候
得
者
向
ふ

お
き
さ
駕
篭
ニ
て
参
り
候
ニ
付
、
す
ぐ
に
大
森
乃
茶
屋
江
野
沢
殿

お
き
さ
も
一
所
ニ
上
り
ゆ
る

く
逢
ひ
候
よ
し
、
八
代
洲
河
岸
江
十
三
日
に
上
り
候
由
、

上
江
も
御
肴
さ
し
上
御
年
寄
衆
初
メ
赤
飯
か
つ
ほ
き
ち
焼
み
や
け

（
土
産
）

ニ
上
候
由
、
井
上
弥
兵

衛
殿
へ
も
肴
一
折
差
遣
候
由
、
お
き
さ
事
　
上

今
五
両
戴
き
　
御
姫
様

越
後
嶋
壱
反

戴
き
お
る
せ

紋
ひ
ろ
ふ
ど
こ
し

（
腰
）

帯
奥
皆
々
様

も
ふ
る
帯
も
ら
ひ
候
由
、
八
代
洲
河
岸

江
御
奉
公
願
い
た
し
候
得
共
、
来
年
又
々
御
国
江
之
御
供
御
座
候
ニ
付
御
奉
公
之
義
は
御

断
申
上
候
由
申
来
ル
、
助
五
郎
様
初
兄
弟
中

文
来
ル
、
お
と
ゑ
殿
い
さ
の
殿

も
文
来

ル
、
お
き
さ
事
当
月
中
ニ
者
神
田
は（

橋
）し

江
御
目
見
ニ
上
候
つ
も
り
の
よ
し
お
と
ゑ
殿

申

来
ル
、
お
き
さ

御
両
親
様
へ
金
弐
百
疋
助
五
郎
様
へ
勝
次
郎
様
へ
三
味
線
張
替
代
上
候

よ
し
、先
達
而
私

上
候
木
綿
助
五
郎
様
の
に
相
成
候
由
、
勝
次
郎
様

小
梅
箱
江
入
も
ら

ひ
申
候
、
お
る
せ

夏
ふ
と
ん
切
壱
丈
五
尺
貰
候
、
御
と
ゝ
様
御
願
ひ
も
い
ま
た
出
来
不
申

候
由
お
る
せ
方

申
越
候
、
江
戸
表
相
替
事
無
御
座
候
由
、

御
養
君
様
御
祝
儀
ニ
付
御

ふ
る
廻
ひ
之
御
献
立
御
能
御
番
組
外
ニ
狂
哥
色
々
之
書
付
被
下
候
ニ
付
則
　
上
江
御
覧
ニ

入
申
候
、
幾
村
殿

油
被
下
、
お
と
み
殿
始

ひ（
鬢
）ん

附
壱
本
す
き
壱
ツ
も
ら

（
貰
）ゐ

申
候
、
江
戸

表
も
八
月
十
五
夜
は
曇
り
候
よ
し
、
助
五
郎
様
名
月
発
句
被
成
候
由
申
参
り
候
左
之
通
り

曇
る
と
も
雲
心
あ
れ
今
日
乃
月

一
九
月
十
九
日
、
御
定
日
御
飛
脚
延
申
候
、
今
日
順
的
殿
薬
休
薬
い
た
し
候

一
同
廿
日
、
大
林
寺
江
参
詣
致
儀
鶴

ヨ
シ
ツ
ル

ニ
始
而
逢
ひ
申
候
、
天
明
元
丑
年
三
月
九
州
帰
り
国
之

内
豊
後
之
さ
い
き

（
佐
伯
）

郡
と
申
海
邊
ニ
玉タ

マ
御
座
候
由
、
つ
く
し

（
筑
紫
）

乃
人
ひ
ろ
ひ
候
由
ニ
而
大
林
寺

江
持
参
い
た
し
義
鶴
江
居
合
す
ぐ
ニ
も
ら
ひ
候
由
、
尤
よ
し
鶴
む
す
め

（

娘

）

も
其
節
一
所
ニ
お

り
候
よ
し
、
兼
て
よ
し
鶴
に
遣
し
度
心
か
け
ニ
て
大
林
寺
江
持
参
い
た
し
候
由
、
よ
し
鶴

右
之
旅
人
江
申
候
者
、
金
子
ニ
て
も
出
候
事
な
ら
戴
き
申
間
敷
由
申
候
得
者
、
決
而
御
初

尾
も
入
不
申
候
由
ニ
て
、
右
之
旅
人
は
す
く
ニ
帰
り
申
候
、
右
乃
人
は
つ
く
し

（
筑
紫
）

の
人
ニ
而

五
人
つ
れ
ニ
て
西
国
ヲ
廻
り
候
由
、
右
壱
人
斗
た
ま
を
持
参
い
た
し
候
よ
し
、
名
は
利
助

と
申
由
ニ
而
御
座
候
、
右
玉
乃
色
は
す
い
し
や
う

（

水

晶

）

の
や
う
ニ
て
中
ニ
米
乃
や
う
な
る
物
浅

黄
紅
白
ニ
す
き

（
透
）

見
江
申
候
、
玉
大
キ
サ
金
さ
し

（
指
）

に
て
弐
寸
程
丸
く
御
座
候
、
少
々
お
も

（
重
）

み

御
座
候
、
義
鶴
修
行
ニ
出
候
前
に
何
方

か
僧
壱
人
福
俵
と
足
中
外
ニ
天
ぢ（

竺
）く

の
石
四
つ

遣
し
候
由
、
右
福
俵
乃
中
ニ
御
座
候
、
大
願
成
就
い
た
し
候
ハ
ゝ
明
け
見
候
や
う
ニ
右
乃

僧
被
申
候
由
、
所
々
国
々
廻
り
仕
廻
願
成
就
い
た
し
明
け
見
候
所
、
中
ニ
天
ち
く

（
竺
）

の
こ
ま

の
つ
の
と
ち
い
さ
き
釼
御
座
候
、
外
ニ
天
ち
く

（
竺
）

の
石
四
つ
紅
の
色
ニ
て
大
き
く
成
候
時
も

あ
り
又
ち
い
さ
く
相
成
候
時
も
あ
り
、
ら
て
ん
と
申
　
此
や
う
な
る
形
に
と
貝
の
様
成
る

も
の
ニ
而
御
座
候
、
足
は
龍
宮

納
ま
り
候
由
ニ
て
御
座
候
、
む
き
わ
ら

（

麦

藁

）

ニ
て
こ
し
ら

（

拵

）

へ

候
弘
法
大
師
さ
ま

（
様
）

こ
く
う
ぞ
ふ

（

虚

空

蔵

）

様
拝
見
い
た
し
候
、
大
林
寺
ニ
て
新
蕎
麦
出
色
々
馳
走
ニ

成
暮
方
ニ
帰
申
候
、
右
乃
た
ま
と
お
な
し
様
成
る
玉
、
松
平
土
佐
守
様
御
国
許
ニ
御
座
候

由
、
玉
の
名
は
満
珠
千
珠
と
申
二
つ
御
座
候
由
、
右
之
玉
お
が
み

（

拝

）

候
人
申
候
者
、
同
し
様

成
る
玉
之
由
申
候
よ
し
義
鶴
申
聞
候
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一
九
月
廿
三
日
、
江
戸
表
江
御
用
飛
脚
出
ル
、
御
両
親
様
始
メ
兄
弟
衆
不
残
江
書
状
出
ス
、

八
代
洲
河
岸
野
沢
様
川
瀬
様
お
か
な
殿
井
上
弥
兵
衛
殿
御
内
方
江
お
き
さ
道
中
無
滞
着
致
、

其
上
拝
領
も
の
い
た
し
候
、
右
之
礼
申
遣
ス
、
神
田
橋
梅
山
様
鉄
砲
洲
瀧
川
様
御
娘
子
お

や
ち
殿
へ
も
文
ニ
て
御
と
ゝ
様
御
願
ひ
の
事
頼
遣
ス
、
幾
村
殿
江
お
き
さ
事
神
田
橋
冨
沢

殿
ま
て
御
頼
被
下
候
御
礼
文
上
ル
、
お
と
ゑ
殿
江
も
右
同
断
文
出
ス
、
今
日
御
留
守
に
付

九
つ
時
よ
り
御
庭
江
参
り
御
庭
残
ら
ず
致
拝
見
御
本
丸
之
外
御
門

の
ぞ
き
致
拝
見
候
所
、

す
さ
ま
し
き
高
キ
御
山
ニ
て
所
々
之
山
々
海
も
見
江
殊
之
外
能
き
見
は
ら
し
ニ
而
御
座
候
、

夫

西
の
丸
御
茶
屋
ニ
て
御
酒
戴
き
御
本
丸
の
左
り
之
方
江
参
り
、
よ
ほ
ど
山
を
お
り
候

て
大
木
の
椎
乃
木
御
座
候
而
椎シ

イ
の
実ミ

ひ
ろ
ひ
七
時
過
ニ
帰
り
候
、
惣
而
御
庭
乃
紅
葉
蔦
一

面
に
殊
之
外
よ
ふ
染
し
申
候
、
井
上
伊
織
殿
江
義ヨ

シ
ヅ
ル鶴

乃
文
ニ
て
御
と
ゝ
様
御
願
ひ
の
事

小
源
太
殿
迄
頼
遣
ス

一
九
月
廿
四
日
、
今
日
八
重
崎
殿
御
部
屋
ニ
而
香
利
申
候

一
同
廿
五
日
、
今
日
き
の
ゑ
ニ
付
奥
ニ
て
香
利
申
候

一
同
廿
六
日
、
八
重
崎
殿
お
元
殿
お
浅
殿
四
人
ニ
而
寅
待
い
た
し
候
、
夜
九
時
前

餘
程
風

立
申
候

一
同
廿
八
日
、
江
戸
表

九
月
十
三
日
出
之
御
用
飛
脚
至

（
到
）着

、
急
出
候
ニ
付
追
分
江
者
し
ら

せ
不
申
候
由
、
右
ニ
付
追
分

ハ
書
状
参
り
不
申
、
お
と
ゑ
殿

文
ニ
て
お
き
さ
事
九
月

十
日
ニ
神
田
橋
酒
井
左
衛
門
尉
様
江
御
目
見
江
ニ
参
り
候
よ
し
仰
下
さ
れ
候

九
月
晦
日
　
　
　
　
雨

十
月
朔
日

同
　
十
一
日
迄
　
　
快
晴

一
十
月
二
日
、
江
戸
表
江
御
用
飛
脚
出
ス
、
追
分
江
も
状
遣
ス
并
松
茸
少
々
遣
候
、
弥
三
郎

千
蔵
江
者
御
庭
の
椎
の
実
少
々
遣
申
候
、
川
瀬
様
江
し
ゐ
の
み
道
護（

後
）

の
も
く
さ
遣
し
候
、

幾
村
殿
お
と
ゑ
様
お
さ
い
殿
江
も
松
茸
少
々
つ
ゝ
上
け
候

一
同
四
日
、
八
重
崎
殿
御
部
屋
ニ
て
香
利
申
候

一
同
六
日
、
江
戸
表

九
月
十
九
日
出
之
御
飛
脚
今
日
至

（
到
）着

い
た
し
候
、
追
分

十
一
日
、

十
四
日
両
日
の
日
附
乃
書
状
来
ル
、
お
き
さ
事
冨
沢
殿
御
部
屋
迄
お
り
せ
同
道
ニ
て
上
り
、

御
目
見
も
相
済
随
分
御
首
尾
ハ
能
候
得
共
、
御
人
揃
ひ
居
候
ニ
付
よ
け
い

（
余
計
）

の
御
人
は
御
か
ゝ

（
抱
）

へ
被
遊
か
た
く
候
ニ
付
、
ま
づ
御
や
と

（
雇
）

ひ
之
つ
も
り
ニ
て
さ
し
お
か

（

差

置

）

れ
候
趣
ニ
冨
沢
殿
仰

ら
れ
候
由
、
お
き
さ
事
又
々
八
代
す
か
し
江
逗
留
ニ
上
り
候
つ
も
り
の
よ
し
申
来
ル
、
御

老
中
松
平
右
京
太
夫
様
御
殿
中
ニ
而
御
頓
死
被
成
候
由
書
状
ニ
申
来
り
候

一
同
七
日
、
今
日
御
定
日
ニ
付
江
戸
表
江
御
飛
脚
出
ル
、
追
分
江
も
書
状
出
ス
、
半
切
紙
上

ル
、
藤
五
郎
様
御
娘
江
文
上
ル
、
其
外
川
瀬
殿
江
文
か
つ
ら
お
し
花
上
ル
、
お
と
ゑ
殿
江

お
き
さ
礼
申
遣
ス
、
幾
村
様
江
も
右
同
断
、
お
小
五
江
も
か
つ
ら
遣
ス
、
立
野
殿
浦
野
殿

江
も
か
つ
ら
上
ル
、
お
と
み

仲
間
江
干
鱧
五
枚
お
哥
殿
初

遣
候
、
御
短
冊
弐
枚
戴
キ

申
候

一
同
九
日
、
御
留
守
ニ
付
奥
ニ
而
香
利
申
候

一
同
十
一
日
、
江
戸
表
九
月
廿
八
日
ニ
出
候
御
用
飛
脚
今
日
至

（
到
）着

い
た
し
、
追
分

も
九
月

廿
二
日
、
同
廿
六
日
日
附
の
状
来
ル
、
お
き
さ
事
八
代
洲
河
岸

下
り
、
神
田
橋
よ
り
御

好
乃
浄
る
り

（
瑠
璃
）

覚
候
様
ニ
申
来
候
ニ
付
、
す
ぐ
に
文
字
菊
方
江
稽
古
ニ
参
候
よ
し
申
来
ル
、

八
代
洲
岸
よ
り
戴
き
候
小
袖
色
々
書
付
参
り
候

一
茂
姫
様
御
事
九
月
廿
三
日
壱
橋
御
屋
鋪
よ
り
御
本
丸
江
御
わ
た
ま
し
被
遊
、
夫

す
く
ニ

西
丸
江
入
ら
せ
ら
れ
候
由
　
茂
姫
君
様
与
可
奉
称
由
被
仰
出
候
段
追
分

文
ニ
て
申
越

候
、
お
き
さ

も
文
来
ル
、
お
と
ゑ
殿
お
小
五

先
達
而
乃
返
事
来
ル
、
お
ま
せ
様

神

田
明
神
祭
礼
乃
番
附
来
ル

十
月
十
二
日

曇
ル

夜
ニ
入
雨

一
今
日
御
つ
や

（
通
夜
）

致
し
候

同
　
十
三
日

同
　
十
五
日
迄
　
　
快
晴

一
十
月
十
三
日
八
重
崎
様
御
部
屋
ニ
而
香
利
申
候

同
　
十
六
日
　
　
　
雨
夕
方

快
晴

一
今
日
御
表
ニ
て
御
能
有
之
五
時

始
ル
、
拝
見
仰
付
ら
れ
候
、
御
番
組
左
之
通
り

先
右
衛
門
　
　
千
助
　
　

多
三
次
　
　
和
多
右
衛
門

一
蟻
通
　
　
　
　
新
助六

兵
衛
　
佐
五
兵
衛
　
市
八
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萩
大
名
　
　
　
周
甫

左
市

次
右
衛
門

左
源
次

貞
治

一
箙
　
　
　
　
　
千
助

自
山
　
小
右
衛
門

間
　
　
　
　
　
　
平
次

柑
子
　
　
助
五
郎
　
左
市

新
之
丞
　
和
田
右
衛
門

一
羽
衣
　
　
　
　
千
助

甚
九
郎
　
文
左
衛
門

新
助
　

酢
は
し
か
み
　
左
市
　
次
右
衛
門

左
源
次

多
三
次
　
次
右
衛
門

一
放
下
僧
　
　
　
新
助

文
嘉
　
　
周
佐

ア
シ
ラ
イ
　
周
甫

し
び
れ
　
　
周
甫
　
左
市

喜
蔵

貞
次
　
　
喜
代
八

一
鵜
飼
　
　
　
　
千
助

七
之
丞
　
小
右
衛
門

六
兵
衛
　

間
　
　
　
　
　
　
　
左
市

因
幡
堂
　
　
次
右
衛
門
　
　
周
甫

四
郎
三
郎
　

喜
　
ツ
レ
　

右
衛
門
　

新
之
丞
　
藤
次
郎

一
葵
上
　
　
　
　
千
助六

兵
衛
　
　
文
嘉
　
周
佐

ア
シ
ラ
イ
　
　
　
　
　
　
　
左
市

い
く
ゐ
　
　
　
左
市

周
軒

次
右
衛
門

ツ
レ
喜
三
兵
衛
　
栄
次

兵
太
　
　
金
三
郎

佐
七

新
介
　
　
　

吉
蔵
　
三
五
郎

庄
左
衛
門

一
紅
葉
狩
　
千
助弥

三
次
　
七
兵
衛
　
小
右
衛
門

末
社
　
　
　
　
　
亀
之
丞

甚
七

一
鉢
木
　
千
助左

市
　
周
甫

左
源
太

一
あ
こ
き
　
千
助

御
祝
儀

勝
五
郎

次
右
衛
門

十
月
十
七
日

同
　
廿
日
迄
　
　
　
快
晴

一
十
月
十
八
日
、
御
猪
狩
ニ
被
為
入
猪
弐
疋
鹿
拾
三
疋
御
取
被
遊
候

一
同
十
九
日
、
御
用
飛
脚
出
ス
、
追
分
江
も
文
遣
ス
、
お
と
ゑ
殿
江
も
文
遣
ス
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十
月
廿
一
日

昼
快
晴

夜
四
時
過

あ
ら

（
霰
）

れ
降
ル

同
　
廿
二
日

同
　
廿
四
日
迄
　
　
快
晴

一
十
月
廿
二
日
、
江
戸
表

当
月
五
日
之
日
附
之
御
状
至

（
到
）着

、
お
と
ゑ
様
お
さ
い
殿

文
来

ル
、
此
度
は
追
分

ハ
状
参
り
不
申
候
由
仰
越
さ
れ
候
、
浦
野
様

び（
鬢
）ん

附
弐
本
白
粉
壱

つ
、
お
安
よ
り
白
粉
壱
つ
も
ら
ゐ

（

貰

）

申
候

一
同
廿
三
日
、
御
茶
屋
江
参
候
、
石
手
川
を
通
り
田
乃
中
を
通
り
、
吟
松
庵
と
申
御
茶
屋
　
定

勝
様
御
二
代
目
乃
太
守
様
勝
山
様
御
隠
居
被
遊
候
所
ニ
て
唐
士
金
山
寺
之
移
し
之
由
ニ
御

座
候
、
御
数
寄
屋
も
御
座
候
、
安
心
堂
と
申
ニ
地
蔵
堂
并
十
王
御
座
候
、
観
音
堂
ニ
唐
佛

之
立
像
之
正
観
音
御
座
候
、
右
之
御
茶
屋
ニ
て
支
度
戴
き
夫

弐
町
程
脇
竹
乃
御
茶
屋
江

参
候
、
御
床
柱
御
床
ぶ
ち

間
御
障
子
ご
し
御
縁
頬
御
天
井
も
竹
ニ
而
こ
し

（
拵
）ら

ゐ
申
候
御

茶
屋
ニ
て
御
座
候
、
吟
松
庵

竹
の
御
茶
屋
ま
て
三
町
程
御
座
候
、
大
昔
は
一
構
之
由
今

は
両
御
茶
屋
斗
ニ
て
不
残
田
畑
ニ
成
申
候
、
御
か
ま
へ
之
内
莖
理
ノ
丈
弐
丈
餘
の
杉
の
木

御
座
候
、
竹
之
御
茶
屋
向
ふ
ニ
京
都
清
水
観
音
の
移
し
だ
る
ま
堂
あ
り
、
か
さ
茶
屋
と
申

候
も
少
し
高
き
山
ニ
て
御
座
候
、
い
ろ
は
茶
屋
の
跡
あ
り
帰
り
ニ
繁
多
寺
江
参
り
候
、
天

台
宗
本
尊
正
観
音
弘
法
大
師
ニ
御
座
候
、
石
手
寺
江
参
候
、
真
言
宗
本
尊
大
如
来
衛
門
三

郎
か
持
生
石
拝
し
縁
記
承
候
、
拾
二
社
権
現
の
社
あ
り
、
道
護（

後
）江

廻
り
帰
り
候
、
暮
方
故

八
幡
宮
江
は
参
詣
い
た
さ
ず
六
半
時
頃
帰
申
候
、
此
御
地
此
節
大
風
は
や
り
替
ル

く
風

引
申
候

十
月
廿
五
日
　
　
　
雨

同
　
廿
六
日

同
　
廿
九
日
迄
　
　
快
晴

一
十
月
廿
六
日
、
八
重
崎
殿
御
部
屋
ニ
て
香
利
申
候

一
同
廿
八
日
、

太
守
様
御
風
気
ニ
而
餘
程
御
ね
つ

（
熱
）

被
為
有
候

一
同
廿
九
日
、
御
風
気
ニ
付
御
ね
づ
致
申
候

十
一
月
朔
日

同
　
十
二
日
迄
　
　
快
晴

一
十
一
月
二
日
、
明
六
半
時

餘
程
風
立
申
候
、
今
日
御
切
府
御
仕
着
せ
代
戴
き
申
候

一
同
四
日
、
江
戸
表
江
御
定
日
の
御
飛
脚
出
ル
、
追
分
江
も
文
遣
ス
、
御
き
り
ふ
初
御
歳
暮

鏡
餅
御
祝
ひ
申
上
候
ニ
付
、
金
子
三
百
疋
一
所
ニ
い
た
し
御
両
親
様
江
さ
し
上
候
、
塩
鯛

も
あ
け
候
、
助
五
郎
様
勝
次
郎
様
お
き
さ
江
も
文
遣
し
申
候
、
九
月
む
し
ん

（
無
尽
）

か
け
金
壱
両

拾
匁
七
分
五
厘
之
所
江
壱
両
壱
分
上
け
、
残
り
ハ
来
春
二
月
む
し
ん

（
無
尽
）

之
節
迄
幾
む
ら
様
御

預
り
被
下
や
う
ニ
御
頼
申
候
段
、
お
と
ゑ
様
迄
申
上
候
、
三
し
ま
様
ニ
金
弐
両
御
借
り
申

候
所
、
此
節
壱
両
御
返
し
残
り
壱
両
は
春
御
返
し
申
上
候
積
り
ニ
御
や
く
そ
く

（

約

束

）

い
た
し
置

候
、
追
分
江
金
壱
両
遣
し
右
者
地
黒
飛
色

　
（
緋
）
　

縮
緬
三
つ
の
小
袖
利
上
け
ニ
遣
申
候
、
河
瀬
殿

江
文
并
塩
鯛
上
け
申
候

一
十
一
月
五
日
、
夜
奥
ニ
而
香
利
申
候

一
同
六
日
、
江
戸
表

十
月
十
九
日
出
之
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
追
分

も
御
両
親
様
始
兄
弟
衆
不

残

書
状
来
ル
、
十
月
十
一
日
、
同
十
七
日
日
附
之
書
状
ニ
御
座
候
、
皆
々
替
ル
事
御
座

な
く
候
由
、
九
月
廿
九
日
ニ
お
き
さ
鉄
砲
洲
お
る
せ
方

む
か

（
迎
）ひ

ニ
参
り
上
り
候
所
、
早

速
　
西
尾
山
城
守
様
江
初
而
御
目
見
被
仰
付
浄
る
り

（
瑠
璃
）

被
仰
付
候
所
、
殊
之
外
能
出
来
候
よ

し
ニ
て
大
殿
様
御
部
屋
様
江
申
上
御
越
し
被
成
候
様
ニ
可
致
由
之
御
意
ニ
て
仰
し
ん
せ
ら

れ
、
翌
日
御
部
屋
様
被
為
入
、
其
夜
御
馳
走
と
し
て
儀
太
夫
ふ
し

（
節
）

ニ
て
御
人
形
御
座
候
所
、

三
段
目
江
お
き
さ
豊
後
ぶ
し

（
節
）

ニ
山
崎
与
次
兵
衛
桝
落
し
之
段
御
人
形
ニ
て
語
り
よ
ふ
出
来

候
由
、
六
日
逗
留
い
た
し
お
り
　
山
城
守
様

御
も
く

（
目
録
）ろ

く
弐
百
疋
　
御
姫
様

非
（
緋
）縮

緬
壱
反
　
御
幸
様

御
細
工
も
の
　
大
殿
様
乃
御
部
屋
様

御
細
工
も
の
、
瀧
川
殿
よ
り

も
く

（
目
録
）ろ

く
百
疋
、
其
外
皆
々
様

さ
ゐ

（
細
工
）く

も
の
な
と
貰
ひ
候
由
、
ま
た
八
代
洲
河
岸
江
お

き
さ
召
さ
せ
ら
れ
十
月
廿
七
日
ニ
上
り
候
由
、
勝
次
郎
様
紬
嶋
壱
反
弐
分
弐
朱
ニ
て
は
る

（
春
）

払
ひ
、
お
と
ゑ
殿
御
頼
御
取
被
成
候
由
、
壱
反
切
裏
地
も
御
取
候
よ
し
、
松
茸
乃
礼
も
申

参
候

一
新
吉
原
九
月
晦
日
夜
大
雨
ニ
て
伏
見
町

焼
出
し
中
の
町
東
側
残
ら
す
江
戸
町
通
り
大
門

ま
て
焼
候
由
、
お
る
せ

も
文
来
ル
、
お
る
せ

お
き
さ
江
黒
繻
子
帯
遣
し
候
由
、
お
き

さ

肴
代
銀
子
貰
ひ
申
候
、
勝
次
郎
様

柱
か
く
し
壱
枚
入
交
り
番
附
け
貰
ひ
申
候
、
お

と
ゑ
様

文
来
ル
、
油
三
百
銅
来
ル
、
竹
内
平
三
郎
様
西
丸
亀
井
坊
ト
申
ニ
被
仰
付
髪
を

そ
り
坊
主
ニ
成
、
一
ヶ
年
正
月
四
月
十
七
日
紅
葉
山
　
御
宮
江
被
為
成
候
節
斗
の
御
供
ニ
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て
高
も
相
増
し
名
ハ
竹
内
長
悦
ト
改
り
候
由
申
来
り
候
、
松
平
相
模
守
様
被
遊
候
拾
五
評

之
勝
負
附
け
お
き
さ
戴
キ
候
由
ニ
て
見
せ
に
参
候
ニ
付
　
御
前
江
御
覧
ニ
入
申
候

一
十
一
月
九
日
、
殊
之
外
風
強
引
込
ね
つ

（
熱
）

有
之
難
儀
い
た
し
引
込
申
候

一
同
十
日

順
的
殿
薬
給
申
候

一
同
十
一
日
、
御
用
飛
脚
出
ル
、
追
分
江
も
状
遣
ス
、
お
る
せ
江
も
状
出
ス
、
風
気
ニ
て
引

込
お
り
候
ニ
付
、
お
と
ゑ
様
江
は
口
上
書
之
様
ニ
い
た
し
文
遣
候
、
瀧
川
殿
お
や
ち
殿
江

礼
文
遣
候

一
同
十
二
日
、
江
戸
表

十
月
廿
七
日
出
之
御
飛
脚
今
日
至

（
到
）着

、
追
分

も
十
月
廿
五
日
、

同
廿
六
日
日
附
之
書
状
来
ル
、
皆
々
様
替
り
事
な
し
、
十
月
廿
三
日
朝
五
時
よ
り
雪
ふ
り

出
し
九
時

雨
ニ
成
候
由
、
お
き
さ
事
八
代
す
か
し
江
上
り
候
所
　
殿
様

丹
後
嶋
壱
反

戴
候
よ
し
、
其
外
御
年
寄
衆
始

左
衛
門
尉
様
江
上
り
候
節
御
み
や
ニ
相
成
候
品
被
下
候

よ
し
申
参
候
、
浅
草
江
　
若
君
様
被
為
入
観
音
開
帳
　
御
免
被
　
仰
出
、
十
一
月
五
日
迄

日
数
十
五
日
之
開
帳
、
千
川
上
水
も
段
々
出
来
水
も
懸
り
候
得
共
、
あ
ん
は
ゐ

（

案

配

）

不
宜
度
々

堀
直
し
候
由
、
お
き
さ

も
文
参
候
、
お
さ
ゐ
様

も
文
来
ル
、
お
と
ゑ
殿
五
夜
泊
り
ニ

て
御
下
り
被
成
候
由
、
江
戸
表
茂
殊
之
外
風
は
や
り
候
由
申
来
候

十
一
月
十
三
日
雨
、
十
一
月
十
四
日

十
八
日
迄
快
晴

一
十
一
月
十
四
日
、
今
日
者
餘
程
風
気
快
方
ニ
罷
成
候

一
同
十
六
日

出
勤
い
た
し
候

一
御
内
々
ニ
而
御
寝
巻
御
小
袖
壱
つ
御
襦
伴（

袢
）壱

つ
戴
申
候
、
尤
十
八
日
ニ
い
た
ゞ
き
申
候

十
一
月
十
九
日
　
　
雨

一
十
八
日
乃
日
附
ニ
而
江
戸
表
江
御
飛
脚
出
ス
、
宿
江
も
書
状
遣
し
御
寝
巻
御
襦
伴（

袢
）戴

き
候

由
吹
聴
申
遣
候
、
お
と
ゑ
殿
お
さ
い
殿
へ
も
文
上
け
申
候

同
　
廿
日

同
　
廿
一
日
迄
　
　
晴
天

一
十
一
月
廿
日
、
御
留
守
ニ
而
御
表
御
庭
江
参
り
橘
か
ふ
じ
椎
の
実
お
ひ
た
ゝ
し
く
ひ
ろ
ひ

申
候

一
十
一
月
廿
一
日
、
八
重
崎
殿
御
部
屋
ニ
而
香
利
申
候

十
一
月
廿
二
日
　
　
曇
八
時

あ
ら

（
霰
）

れ
降
申
候

一
同
廿
二
日
、
今
朝
五
時
寒
ニ
入
八
重
崎
様
御
部
屋
ニ
て
香
利
申
候

同
　
廿
三
日

同
　
廿
六
日
迄
　
　
快
晴

一
十
一
月
廿
四
日
、
道
護（

後
）二

ノ
湯
江
参
り
入
湯
い
た
し
候
、
殊
之
外
宜
敷
三
度
入
申
候
、
か

つ
ま
や
新
六
と
申
町
人
方
ニ
而
弁
当
つ
か
ひ
夫

湯
神
社
江
参
、
八
幡
宮
江
も
参
詣
致
候
、

一
乃
湯
始
メ
不
残
見
物
い
た
し
候

一
同
廿
六
日
、
今
日
灸
治
い
た
し
候
、
江
戸
表

当
月
五
日
御
定
日
御
飛
脚
着
致
候
、
追
分

十
月
廿
九
日
并
十
一
月
二
日
の
日
附
書
状
至

（
到
）来

、
皆
々
替
り
事
な
し
、
お
き
さ
十
一
月

九
日
ニ
神
田
橋
江
上
り
候
つ
も
り
之
由
申
来
ル
、
十
月
廿
六
日
夜
六
半
時
頃

四
時
過
迄

江
戸
中
家
な
り
い
た
し
障
子
江
ひ
ゞ
け
候
音
か
た

く
い
た
し
、
尤
至
而
カ
ス
カ
成
る
音

ニ
候
得
共
、
一
時
半
程
も
家
な
り
い
た
し
　
御
城
な
ど
は
別
而
ひ
ゞ
き
強
御
寝
之
御
間
替

り
候
程
之
由
、
西
丸
大
奥
ニ
而
者
御
立
除
乃
御
用
意
可
致
旨
大
奥
向
之
役
人
中
江
御
内
々

御
対
談
に
も
御
座
候
由
、
尤
表
向
江
ハ
右
様
之
被
仰
渡
無
之
候
由
、
其
夜
五
時
過
光
り
も

の
通
り
候
由
申
来
ル
、
相
模
守
様

お
き
さ
戴
候
よ
し
ニ
て
江
戸
宗
匠
拾
五
評
ニ
而
弐
百

句
へ
外
ニ
廿
二
句
書
加
江
詠
草
御
と
ゝ
様
御
写
し
被
遊
被
遣
候
ニ
付
則
　
太
守
様
江
入
御

覧
申
候
、
顔
見
せ
之
番
附
并
鉄
砲
洲
ニ
而
義
太
夫
狂
言
乃
番
附
参
申
候
、
お
り
せ
様

文

来
ル
、
下
谷
之
板
倉
摂
津
守
様
御
用
人
之
御
子
息
之
方
江
縁
組
相
談
極
り
、
十
一
月
廿
六

日
頃
に
先
方
江
御
越
し
之
由
申
参
候
、
お
る
せ
方
江
先
達
而
御
庭
之
桜
花
の
お
し
絵
を
い

た
し
遣
候
得
者
、
返
事
ニ
哥
を
数
々
読
候
て
差
越
し
候
、
左
之
通
り

み
ま
ゑ
乃
桜
と
て
殊
に
色
あ
る
を
お
し
花
ニ
な
し
給
ひ
て
給
り
け
る
こ
と
乃
い
と
う

れ
し
さ
い
は
ん
方
な
け
れ
は
ま
た
い
ゝ
し
ら
ぬ
こ
と
乃
葉
を
よ
み
て
ま
い
ら
せ
け
る

類
せ
女

色
に
香
に
君
か
あ
た
り
乃
花
な
れ
は
千
と
せ
乃
は
る
を
か
け
て
咲
ら
ん

浅
か
ら
ぬ
心
乃
花
と
見
し
花
と
い
つ
れ
色
香
の
あ
た
し
と
や
せ
ん

海
山
を
越
し
て
色
香
乃
う
つ
ろ
わ
で
こ
ゝ
に
も
見
え
る
花
乃
お
も
か
け

日
数
さ
へ
お
も
ふ
も
遠
き
あ
つ
ま
路
に
盛
乃
花
乃
色
も
め
つ
ら
し

木
乃
も
と
は
さ
ぞ
と
色
香
乃
お
も
わ
れ
て
元
な
ら
ぬ
花
に
ち
か
ま
さ
り
せ
し

も
み
ち
さ
へ
残
ら
ぬ
頃
を
い
つ
と
て
か
春
と
や
い
わ
ん
花
を
見
す
ら
し
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右
之
通
お
る
せ
方

申
越
し
候
、
お
と
ゑ
殿
お
さ
い
殿

文
来
ル
、
お
き
さ
事
六
日
ニ

あ
た
こ

（
愛
宕
）

の
下
江
上
り
二
夜
と
ま

（
泊
）り

幾
村
様

御
肴
代
金
弐
百
疋
并
お
と
ゑ
殿
お
さ
ゐ
殿

湯
か

（
浴
衣
）た

地
、
立
野
殿
浦
野
殿

は（
鼻
）な

紙
、
お
と
み
始
お
る
て

尺
長
貰
申
候
よ
し
、
お

と
ゑ
殿

仰
下
さ
れ
候
き
の

（
甲
）ゑ

子
待
い
た
し
候

十
一
月
廿
七
日
　
　
雨
、
夜
ニ
入
あ
ら
れ

　
（
霰
）
　

降
ル

一
御
鷹
野
ニ
被
為
入
御
帰
り
を
御
物
見
ニ
て
見
上
け
申
候

十
一
月
廿
八
日

朝
雪

昼

晴

同
　
廿
九
日

同
　
晦
日
迄
　
　
　
晴
天

十
二
月
朔
日
　
　
　
雨

一
十
二
月
朔
日
、
御
用
飛
脚
出
ル
、
寒
中
見
舞
追
分
江
も
文
出
ス
、
お
き
さ
神
田
橋
江
上
り

候
ニ
付
幾
村
様
御
始
御
礼
文
上
ル
、
田
安
梅
山
様
お
小
五
江
も
文
出
ス
、
川
瀬
様
お
か
ね

様
へ
も
文
に
て
礼
申
遣
ス
、
お
る
せ
お
き
さ
江
も
文
出
ス
、
相
沢
御
お
兄
様
寒
中
見
廻
文

遣
ス
、
存
古
様
江
ゑ
り
巻
上
け
申
候

秋
乃
末
つ
か
た
御
庭
乃
桜
春
か
と
思
ふ
斗
り
て
咲
ぬ
る
こ
そ
い
と
珍
し
け
れ
か
ゝ
る

花
を
ひ
と
り
あ
だ
ニ
見
ん
も
ほ
ゐ
な
く
古
里
乃
妹
乃
方
江
送
り
ぬ
れ
は
こ
と
の
ふ
歓

い
と
珍
ら
し
く
見
給
ふ
と
て
哥
を
よ
み
て
給
り
ぬ
れ
と
返
事
せ
ん
も
道
う
と
け
れ
は

い
か
に
せ
ん

「
浅
か

（
朱
書
）

ら
ぬ
人
乃
詠
の
言
乃
葉
に
送
り
し
花
乃
色
も
増
れ
る
」

右
之
通
お
る
せ
方
江
か
へ
し
遣
ス

十
二
月
二
日
　
　
　
　
　
雨

一
今
日
奥
に
て
香
利
申
候

同
　
三
日
　
　
　
　
　
　
曇

一
今
日
、
八
重
崎
様
御
部
屋
ニ
て
香
利
申
候
、
ば
ん
物
二
く
み
二
見
香
利
御
座
候

同
　
四
日

同
　
十
一
日
迄
　
　
　
　
快
晴

一
十
二
月
五
日
昼
時
前
少
々
雪
ふ
り
早
速
上
ル
、
道
護

（
後
）江

入
湯
い
た
し
候
、
一
度
入
夫

か

ぢ
ま
や
江
参
り
弁
当
い
た
ゝ
き
又
夫

入
湯
い
た
し
七
時
過
帰
申
候
、
一
ノ
湯
い
ま
た

太
守
様
御
湯
入
ニ
付
此
度
も
二
ノ
湯
江
入
申
候
、
御
鷹
野
鶴
戴
キ
候
、
御
か
ゝ
様
江
上
け

可
申
と
す
く
ニ
味
噌
漬
い
た
し
置
候
、
八
重
崎
様
□
小

　
（
　
）
　

包
数
々
御
も
ら
ゐ

　
（
貰
）
　

申
候

一
十
二
月
九
日
七
時
過

雪
少
々
ふ
り
六
時
頃
止
ミ
申
候
、
江
戸
表
へ
御
定
日
の
御
飛
脚
出

ス
、
宿
江
歳
暮
御
祝
儀
文
上
ル
、
戴
候
の
り
入
紙
壱
帖
半
紙
三
帖
ろ
ふ
そ
く
鶴
の
肉
上
ル
、

お
る
せ
お
き
さ
江
文
遣
不
申
お
と
ゑ
殿
お
さ
い
殿
江
文
上
ル
、
美ヒ

セ
ン髯

丹
百
目
今
日

給
へ

申
候

十
二
月
十
二
日

同
　
十
三
日
迄
　
　
　
　
雨

一
十
二
月
十
三
日
今
日
御
煤
掃
御
祝
儀
御
座
候

十
二
月
十
四
日

同
　
廿
二
日
迄
　
　
　
　
快
晴

一
十
二
月
十
四
日
、
順
的
殿
江
薬
礼
弐
分
弐
朱
遣
し
道
圓
殿
江
大
半
紙
三
束
遣
候

一
同
十
七
日
道
護（

後
）江

参
二
乃
湯
江
入
申
候

一
同
十
八
日
奥
ニ
而
自
読
哥
取
申
候

一
十
二
月
十
九
日
江
戸
表

十
二
月
二
日
飛
脚
着
、
宿

十
一
月
十
七
日
、
十
八
日
、
晦
日
、

十
二
月
二
日
右
四
度
之
書
状
一
所
ニ
今
日
着
い
た
し
、
皆
々
相
替
儀
無
之
、
お
き
さ
事
八

代
洲
河
岸
江
御
暇
乞
ニ
参
り
御
目
録
弐
百
疋
戴
き
候
よ
し
、
お
き
さ
事
神
田
橋
江
上
り
御

広
敷
小
間
遣
ひ
勤
居
候
よ
し
戸
川
様
御
部
屋
ニ
て
御
世
話
被
成
被
下
候
よ
し
、
お
る
せ
事

御
幸
様
御
帯
と
き
御
祝
ひ
ニ
付
緋
ち
り
め
ん

（

縮

緬

）

御
小
そ
戴
候
よ
し
、
お
り
せ
殿
霜
月
廿
六

日
御
婚
調
有
之
候
よ
し
、
お
る
せ
方

お
り
せ
殿
江
郡
内
し
ま
袷
并
細
工
も
の
品
々
折
ニ

入
上
候
由
お
き
さ

媚
茶
ふ
と
り
あ（

袷
）

わ
せ
上
け
候
よ
し
、
お
き
さ

京
都
ニ
て
調
ひ
候
白

粉
貰
ひ
申
候
、
追
分

こ
ま
め
勝
次
郎
様
よ
り
干
菓
子
も
ら

（
貰
）ゐ

申
候
、
お
り
せ
殿
御
出
之

所
板
倉
摂
津
守
様
御
家
中
近
藤
安
兵
衛
殿
と
申
候
よ
し
、
御
と
ゝ
様

色
々
珍
敷
御
書
付

共
被
下
置
候
、
先
達
而
上
け
候
歳
暮
御
祝
儀
鏡
代
御
切
米
初
尾
上
け
候
御
返
事
被
遣
候
、

川
瀬
様

塩
鯛
上
け
候
返
事
被
遣
候
、
新
海
苔
と
は
こ
ね
草
被
下
、
お
か
ね
殿
よ
り
白
粉

被
下
お
と
ゑ
殿
お
さ
ゐ
様

文
被
遣
候
、
先
達
而
追
分
江
申
遣
し
置
候
白
粉
四
つ
来
小
源

太
様
よ
り
先
達
而
乃
返
事
来
ル
、
御
と
ゝ
様
御
願
ひ
事
油
断
な
く
心
か
け
候
由
申
来
ル
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一
平
野
小
源
太
様

松
山
冬
枯
乃
気
色
筆
ニ
も
及
ひ
不
申
と
か
ね
て
御
耳
の
よ
し
ニ
て

「
松

（
朱
書
）

山
や
江
戸
へ
土
産
の
冬
気
色
」

御
帰
り
の
後

「
聞

（
朱
書
）

た
し
と
の
み
松
山
や
冬
け
し
き
」

右
之
発
句
小
源
太
殿

参
り
候
、
江
戸
表
十
一
月
三
日
初
雪
ふ
り
候
よ
し
申
来
ル
、
お
と

み
殿
お
り
て
迄
ね
つ
之
半
切
三
百
枚
両
人
江
被
下
候
、
お
と
み

茶
と
せ
ん
へ
い
両
人
江

被
下
候
、
染
野
様
よ
り
や
ふ
じ

（
楊
枝
）

ふ
し
丈
長
少
々
御
も
ら
ゐ

　
（
貰
）
　

申
候
、
夜
五
時
少
々
地
震
入
申

候
一
十
二
月
廿
日
、
今
晩
節
分
ニ
付
　
御
目
見
被
仰
付
御
酒
御
吸
も
の
戴
き
申
候

十
二
月
廿
三
日

雪
少
つ
ゝ

終
日
ふ
り
申
候

一
十
二
月
廿
三
日
、
江
戸
表
江
寄
状
出
追
分
江
文
上
ル
、
錦
こ
手
前
ニ
て
干
候
大
根
乃
切
干

三
分
札
な
ま
く
さ
ニ
添
助
五
郎
様
初
メ
兄
弟
衆
へ
文
遣
し
申
候
、
お
る
せ
江
道
護（

後
）湯

さ
ら

し
之
も
く
さ
遣
し
申
候
、
小
源
太
様
江
文
遣
し
御
表
御
庭
乃
蔦
ヲ
中
へ
入
し
ほ
り
壱
、
外

ニ
山
吹
か
た
ね
乃
し
ほ
り
壱
つ
上
け
申
候
、
神
田
橋
冨
沢
様
戸
川
様
江
も
お
き
さ
御
世
話

被
成
候
御
礼
文
遣
候
、
河
せ
様
へ
も
礼
文
上
ル
、
幾
村
様
御
初
メ
文
上
ル
、
お
と
ゑ
様
お

い
い
殿
江
文
あ
け
百
通
入
か
わ
こ
壱
つ
私
帰
り
候
迄
御
預
り
置
被
下
候
様
ニ
申
上
ル
、
右

か
わ
こ
之
内
ニ
幾
む
ら
様
御
初
皆
々
様
江
上
け
候
紙
に
て
御
座
候
、
お
哥
殿
お
元
殿
よ
り

半
切
五
百
枚
つ
ゝ
御
預
り
右
之
か
わ
こ
江
入
遣
申
候
、
御
右
筆
間
江
両
人
方

干
か
ぶ
上

候
、
お
冨
様
初
半
切
貰
候
返
事
遣
ス
、
お
冨
江
両
人

枝
柿
遣
し
御
使
番
両
人

か
つ
ら

遣
候
、
弥
三
郎
様
千
蔵
様
江
御
下
乃
ぎ
う
ひ

（
牛
皮
）

飴ア
メ

戴
き
候
ま
ゝ
遣
申
候

一
道
護
湯

　
（
後
）
　

江
参
候
、
帰
り
か
け
ニ
稽
古
ニ
い
た
し
候
香
炉
壱
つ
調
ひ
申
候

十
二
月
廿
四
日

同
　
廿
九
日
迄
　
　
　
　
快
晴

一
十
二
月
廿
四
日
、
今
日
髪
す
ま
し
申
候
、
夜
の
内
雪
一
寸
程
つ
も
り
申
候
、
奥
に
て
香
利

申
候

一
十
二
月
廿
八
日
、
今
日
七
時
過

雨
ふ
り
申
候
、
歳
暮
と
し
て
銀
子
五
両
戴
き
申
候

一
十
二
月
廿
九
日
、
今
日
江
戸
表
江
寄
状
出
ス
、
追
分
江
も
文
出
ス
、
此
度
は
兄
弟
衆
へ
文

出
し
不
申
候
、
御
両
親
様
始
枝
柿
上
け
申
候
、
奥
ニ
而
香
利
申
候

住
吉
香
十

香
小
鳥
香
御
座
候
、
殊
之
外
静
カ
成
る
年
越
し
ニ
て
風
も
な
く
暖
か
な
る
方

ニ
御
座
候

天
明
貳
寅
歳

正
月
元
日

同
　
二
日
迄
　
　
　
快
晴

一
正
月
元
日
、
今
日
御
目
見
被
　
仰
付
候

同
　
三
日

昼
八
時

大
雨

明
七
時
過

大
風

一
同
三
日
、
暮
時

雨
止
ミ
三
ヶ
月
様
拝
し
申
候

同
　
四
日

同
　
十
六
日
迄
　
　
快
晴

一
同
五
日
、
御
出
初
ニ
付
御
物
見
江
参
り
見
上
け
申
候
、
夫

道
護

（
後
）の

湯
江
参
り
沙

（
妙
）王

院
宅

江
参
お
哥
殿
初

鼻
紙
三
束
遣
申
候
、
江
戸
表
江
三
日
乃
日
付
に
て
明
日
御
飛
脚
出
立
致

候
由
、
御
状
箱
御
表
江
出
ス
、
御
両
親
様
御
始
兄
弟
衆
へ
年
始
之
文
出
ス
、
金
百
疋
御
両

親
様
初
メ
兄
弟
衆
へ
御
年
玉
ニ
あ
け
申
候
、
お
る
せ
お
き
さ
江
御
国
乃
枝
柿
遣
し
、
お
き

さ
江
外
ニ
か
つ
ら
少
々
遣
ス
、
追
分
江
塩
鯨
上
け
申
候
、
河
瀬
様
戸
川
殿
お
小
五
お
り
せ

殿
小
源
太
殿
御
お
は
様
方
藤
五
郎
様
へ
も
年
始
之
文
上
申
候
、
幾
む
ら
殿
初
皆
々
様
へ
も

年
始
文
上
け
申
候

一
道
護（

後
）江

参
り
か
け
恵
方
参
、
味
酒
大
明
神
江
参
詣
い
た
し
、
湯
の
帰
ニ
湯
神
社
八
幡
宮
江

も
参
詣
い
た
し
候

正
月
六
日
　
　
　
　
快
晴

一
正
月
六
日
、
御
年
越
ニ
付
御
目
見
被
仰
付
候

一
正
月
七
日
、
今
日
ハ
少
々
風
立
申
候
、
御
目
見
被
仰
付
候

一
正
月
十
日
、
江
戸
表

十
二
月
廿
四
日
御
目
附
之
寄
状
来
ル
、
追
分

状
来
ル
、
お
き
さ

十
二
月
十
一
日
神
田
橋
御
三
之
間
ニ
被
召
出
候
由
申
来
ル
、
江
戸
表
何
之
相
替
義
な
く
助

五
郎
様

干
大
根
被
下
候
、
勝
蔵
様

浅
草
海
苔
被
下
、
お
と
ゑ
殿
お
さ
い
殿
両
人

か
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つ
ほ
ふ
し

（

鰹

節

）

半
切
被
下
候
、
お
梅
殿
御
房
様

半
切
御
貰
ひ
申
候

一
正
月
十
一
日
、
西
丸
乃
御
庭
江
被
為
入
何
れ
も
参
御
花ハ

ナ
見
御
座
候
、
小
角
殿
亭
主
役
ニ
て

御
吸
物
御
て
ん
か
く

（

田

楽

）

被
召
上
御
下
戴
き
暮
合
過
御
帰
被
遊
、
御
跡
し
ま
ひ
何
れ
も
帰
申
候
、

西
之
丸
御
庭
梅
盛
り
に
て
山
々
乃
気
色
こ
と

（
殊
）

の
外
宜
候

一
同
十
二
日
、
今
日
の
御
日
附
に
て
御
用
飛
脚
来
ル
、
十
五
日
出
ス
、
追
分
江
も
書
状
遣
ス
、

お
ま
せ
殿
江
浅
草
の
り

（
海
苔
）

乃
礼
文
遣
ス
、
幾
む
ら
殿
御
初
御
右
筆
間
江
お
と
せ
召
出
さ
れ
候

御
礼
文
出
ス
、
其
外
冨
沢
殿
戸
川
殿
河
瀬
殿
お
か
な
殿
右
同
断
文
出
ス
、
お
る
せ
江
十
六

桜
お
し
花
ニ
い
た
し
遣
申
候
、
奥
に
て
香
利
申
き
始
メ
故
子
の
日
香
古
今
香
小
鳥
香
御
座

候
一
同
十
四
日
、
江
戸
表

極
月
廿
九
日
御
日
付
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
追
分

極
月
廿
六
日
日
附
状

来
ル
、
何
之
替
る
事
な
し
、
い
ま
た
御
内
定
も
出
来
不
申
候
ニ
付
、
亦
々
神
田
ば
し
梅
山

殿
へ
頼
遣
申
候

助
五
郎
様
御
事
長
崎
奉
行
久
世
丹
後
守
様
御
内
西
川
東
吾
殿
世
話
ニ
て
当
分
之
内
丹
後
守

様
江
御
越
し
被
成
候
由
申
来
ル
、
勝
次
郎
様

新
吉
原
乃
甘
露
梅
態
々
調
ひ
候
而
此
方
迄

被
差
越
候
、
お
い
ね
殿
よ
り
塩
引
鮭
御
も
ら

（
貰
）ゐ

申
候
、
御
右
筆
間

文
参
候
、
御
年
越
ニ

付
　
御
目
見
被
仰
付
候

拾
六
桜
者

豫
州
松
山
和
気
郡
山
越
村
龍
穏
寺
ニ
御
座
候

一
正
月
十
五
日
、
今
日
一
昨
十
三
日
日
附
ニ
て
江
戸
表
へ
御
飛
脚
出
ル
、
十
四
日
着
致
候
返

事
出
ス
、
神
田
橋
梅
山
様
江
文
外
ニ
道
護（

後
）乃

も
く
さ
添
候
而
遣
候
、
今
日
御
福
引
に
て
杉

原
紙
拾
束
大
豆
小
俵
ニ
而
壱
俵
戴
キ
申
候

一
同
十
六
日
道
護（

後
）乃

湯
江
参
り
帰
候
而
奥
ニ
而
香
利
申
候

正
月
十
七
日
　
　
　
雨
昼
時
過

止
ム

夜
中
餘
程
乃
風

正
月
十
八
日

同
　
廿
三
日
迄
　
　
快
晴

一
正
月
十
八
日
、
道
護
一

　
（
後
）
　

乃
湯
江
参
り
候

一
同
十
九
日
、
今
日
も
道
護（

後
）乃

湯
江
参
申
候

一
同
廿
日
、
今
日
も
道
護（

後
）の

湯
江
参
り
帰
り
か
け
ニ
芹セ

リ
摘
候
て
部
屋
に
て
吸
も
の
ニ
い
た
し

給
べ
申
候
、
三
月
十
三
日
出
立
致
候
様
ニ
今
日
被
仰
付
候

一
正
月
廿
一
日
、
道
護

（
後
）の

湯
江
参
り
、
今
日
入
湯
仕
廻
ひ
ニ
付
妙
王
院

う
と
ん
ふ
る
ま
ひ

申
候
、
福
引
ニ
而
御
多
葉
粉
入
戴
き
申
候
、
江
戸
表

当
月
五
日
日
附
之
御
飛
脚
至

（
到
）着

、

御
右
筆
間

御
文
被
下
大
小
や
ふ
し

（
楊
枝
）

指
弐
ツ
、
幾
村
様
よ
り
白
粉
弐
つ
、
立
野
殿
浦
野
殿

び
ん

（
鬢
）

付
弐
本
も
と
ゆ
ひ

（

元

結

）

三
つ
、
田
安
冨
沢
殿
梅
山
殿

筆
五
対
墨
一
挺
御
も
ら
ゐ

　
（
貰
）
　

申
候
、

染
野
殿
よ
り
半
切
百
枚
御
も
ら
ひ

　
（
貰
）
　

申
候

一
正
月
廿
二
日
、
今
日
格
別
之
思
召
ヲ
以
御
支
度
金
五
両
戴
申
候

正
月
廿
四
日
　
　
　
雨

一
同
廿
四
日
、
今
日
部
屋
に
て
香
利
申
候

正
月
廿
五
日

同
　
晦
日
迄
　
　
　
快
晴

一
同
廿
五
日
今
日
御
給
金
戴
申
候
、
御
福
引
に
て
万
歳
扇
子
戴
申
候
、
三
し
ま
様
江
金
壱
両

御
返
し
申
候

一
正
月
廿
六
日
御
鷹
野
御
留
守
ニ
付
二
乃
丸
御
殿
拝
見
い
た
し
、
二
乃
丸
御
奥
に
て
御
酒
御

肴
戴
き
申
候

一
正
月
廿
七
日
七
時
過

御
表
御
庭
江
被
為
入
、
御
で
ん
か
く

（

田

楽

）

御
吸
も
の
御
酒
戴
五
時
御
帰

り
被
遊
、
何
れ
も
御
跡
よ
り
帰
り
申
候

一
正
月
廿
八
日
御
表
御
庭
江
参
り
つ
く
し

（
土
筆
）

摘
申
候
、
御
支
度
金
四
両
戴
き
申
候

一
正
月
廿
九
日
、
今
日
廿
七
日
之
日
附
に
て
御
用
飛
脚
出
立
追
分
江
も
書
状
出
ス
、
金
子
六

両
く
め
ん
之
品
請
候
様
申
遣
御
切
府
初
尾
銀
三
匁
程
あ
け
申
候
、
御
か
ゝ
様
江
鶴
の
肉
道

護

(

後)

ゆ
さ
ら
し
乃
手
ぬ
く

（
拭
）

ゐ
上
け
申
候
、
勝
次
郎
様
へ
筆
弐
対
墨
一
丁
上
け
其
外
ヘ
ハ
文
あ

け
不
申
候
、
田
安
た
か
殿
梅
山
殿
江
文
上
け
筆
乃
礼
申
上
候
、
梅
山
殿
お
小
五
江
お
と
せ

御
奉
公
人
江
被
召
出
候
御
礼
申
上
候
、
御
右
筆
間
江
文
あ
け
候
、
お
と
ゑ
様
へ
金
壱
両
上

ル
、
右
は
弐
分
は
部
屋
の
も
の
取
替
弐
分
は
無
尽
か
け
金
ニ
上
ル

一
正
月
晦
日
、
今
日
初
而
灸
治
い
た
し
候

二
月
朔
日

朝
六
時
過
雷
雨
夫

大
風

一
二
月
朔
日
雨
止
ミ
御
表
御
庭
江
参
り
つ
く
し

（
土
筆
）

芹セ
リ

な
と
摘
申
候
、
昼
八
時
前
ニ
少
々
大
降
り
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申
候
、
夜
中
大
風

二
月
二
日

同
　
四
日
迄
　
　
　
快
晴

一
二
月
二
日
昼
七
時
過

大
風
吹
申
候
、
大
廻
し
之
長
持
つ
め
申
候
、
夜
中
少
々
雷
大
風
ニ

て
雪
も
少
し
ふ
り
申
候

一
二
月
三
日
、
今
日
大
風
昼
過

止
、
今
日
呉
服
之
間
御
す
け
ニ
出
申
候
、
八
重
崎
様
御
部

屋
ニ
而
香
利
申
候
、
は
な
江
金
壱
分
遣
申
候

一
二
月
四
日
、
江
戸
表

正
月
十
六
日
日
附
乃
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
追
分

年
始
之
文
来
ル
、
御

年
玉
と
し
て
す
る
め
塩
か
つ

（
鰹
）ほ

ゆ
う
し
絹
糸
御
貰
申
候
、
お
る
せ

年
始
文
年
玉
唐
は
さ

み
一
丁
白
粉
貰
申
候
、
勝
二
郎
様
よ
り
文
来
ル
、
江
戸
表
大
晦
日
夜
中

雪
降
元
日
四
時

過
迄
ふ
り
、
夫

天
気
ニ
成
候
得
共
大
雪
ニ
而
風
乃
吹
廻
し
之
所
ニ
て
は
三
尺
程
も
つ
も

り
平
場
に
て
壱
尺
程
積
り
候
由
、
正
月
十
二
日
夜
八
時
頃
大
雷
ニ
而
所
々
江
落
候
由
江
戸

申
来
ル
、
御
右
筆
間

文
并
お
や
乃

も
文
来
ル
、
浅
草
海
苔
両
人
江
被
下
候
、
神
田
橋

梅
山
殿
鉄
砲
洲
お
る
せ

返
事
来
ル

二
月
五
日
　
　
　
　
昼
快
晴

夜
中
雨

一
今
日
御
表
ニ
而
御
能
御
座
候
而
拝
見
被
仰
付
候

御
番
組

四
郎
三
郎
　
　
六
兵
衛
　

多
三
次
　
　
和
田
右
衛
門

一
難
波
　
条
助

新
　
礼
脇

助

栄
　
天
女

治
　
千
介
　
　
市
右
衛
門
　
文
左
衛
門

間
　
　
　
　
　
　
　
治
右
衛
門

福
の
神
　
　
　
　
　
治
右
衛
門

周
軒

平
作

佐
七
　
　
　
　
　
　

先
右
衛
門

一
清
経
　
　
　
　
千
助

貞
次
　
　
周
佐

勘
九
郎

花
あ
ら
そ
い
　
勝
五
郎
　
　
治
右
衛
門

左
源
次

一
半
蔀

新
助

新
之
丞
　
　
　
市
八

佐
五
郎

間
　
　
　
　
　
　
　
周
甫

文
蔵
　
　
　
　
　
　
左
市
　
次
右
衛
門

喜
蔵
　

佐
　
頼
光

七
　
　
　
　
　

新
平
　
　
藤
次
郎

一
羅
生
門
　
　
　
千
助六

　
保
昌

兵
衛
　
　
忠
次
郎
　
文
左
衛
門

間
　
　
　
　
　
勝
五
郎

不
聞
座
頭
　
　
周
甫

次
右
衛
門

勝
五
郎

左
源
太
　
　
　
　
　
　
　
　

多
三
次
　
　
藤
次
郎

一
黒
塚
　
　
　
　
千
助六

兵
衛
　
　
市
右
衛
門
　
周
佐

間
　
　
　
　
　
左
市

村
山
伏
　
　
左
市
　
　
周
甫

喜
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
蔵
　
三
五
郎

一
熊
坂
　
　
　
　
千
助

自
山
　
小
右
衛
門

間
　
　
　
　
　
平
作

冨
士
松
　
　
左
市
　
　
周
甫
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先
右
衛
門

ツ
レ

千
助

自
山
　
　
　

新
之
丞
　
和
多
右
衛
門

一
春
日
龍
神
　
　
六
兵
衛

七
之
丞
　
小
右
衛
門

間
　
　
　
　
　
周
軒

附
祝
言

二
月
六
日

同
　
十
二
日
迄
　
　
快
晴

一
二
月
六
日
御
留
守
故
西
丸
御
庭
江
参
摘
草
致
候

一
同
七
日
御
飛
脚
出
ル
、
追
分
江
木
綿
五
反
、
御
福
引
ニ
て
戴
候
豆
御
具
足
の
餅
上
け
候
、

右
木
綿
ハ
み
や
け

（
土
産
）

ニ
て
候
得
共
御
勝
手
ニ
宜
与
存
先
江
上
け
候
、
水
仙
乃
根
も
上
け
候
、

是
は
西
丸
御
庭
之
水
仙
ニ
て
御
座
候
、
木
綿
太
り
壱
反
媚
茶
ニ
染
御
頼
追
分
江
遣
ス
、
貰

候
ろ
ふ
そ
く

（

蝋

燭

）

鼡
半
切
上
候
、
勝
次
郎
殿
へ
の
り
入
三
帖
遣
候
、
お
る
せ
江
返
事
遣
、
此
度

は
助
五
郎
殿
お
と
せ
江
は
文
遣
不
申
候

一
御
右
筆
間
江
文
并
あ
ま
海
苔
上
候
、
立
野
殿
浦
野
殿
江
柿
唐
ま
ん
ち
う

（

饅

頭

）

上
候
、
お
や
乃
江

同
断
、
お
梅
殿
お
房
殿
お
哥
殿
始

柿
上
け
申
候

一
二
月
八
日
、
七
日
乃
御
日
附
に
て
今
日
御
飛
脚
出
ル

一
同
十
日
、
御
庭
江
摘
草
取
ニ
参
、
御
本
丸
下
江
わ
ら
び
取
ニ
参
候
所
、
漸
弐
三
本
取
候
而

暮
六
時
過
帰
申
候

二
月
十
三
日

朝
雨

昼
時

天
気
大
風
吹
申
候

同
　
十
四
日

朝
少
々
雪
降

昼

天
気

同
　
十
五
日

同
　
廿
日
迄
　
　
　
快
晴

一
二
月
十
七
日
江
戸
表

当
月
二
日
出
御
飛
脚
至

（
到
）着

、
追
分
よ
り
正
月
十
八
日
日
附
書
状
来

ル
、
麻
苧
梅
干
来
ル
、
助
五
郎
殿
勝
二
郎
殿

状
来
ル
、
助
五
郎
殿

御
洗
米
被
下
候
、

お
き
さ
よ
り
ま
き
せ
ん
へ
い

（

巻

煎

餅

）

も
ら
ひ

　
（
貰
）
　

申
候
、
戸
川
様
よ
り
京
都
乃
ち
り
め
ん
ざ
こ
御
貰
ひ

申
候
、
御
右
筆
間

ま
き
せ
ん
へ
い

（

巻

煎

餅

）

も
ら
ゐ

　
（
貰
）
　

申
候

一
二
月
廿
日
江
戸
表
江
御
飛
脚
出
ル
、
追
分
へ
も
書
状
遣
ス
、
助
五
郎
殿
お
と
せ
江
返
事
遣

ス
、
鯛
乃
味
噌
漬
少
々
上
け
申
候
、
河
瀬
殿
并
御
右
筆
間
江
文
上
ル

二
月
廿
一
日
　
　
　
雨

同
　
廿
二
日
　
　
　
快
晴

一
二
月
廿
二
日
、
今
日
道
護（

後
）八

幡
江
参
詣
い
た
し
一
乃
湯
江
入
申
候
、
殊
之
外
花
盛
桃
さ
く

　
（
桜
）

ら
咲
揃
ひ
申
候

同
　
廿
三
日
　
　
　
雨

同
　
廿
四
日

曇
昼

天
気

一
二
月
廿
四
日
、
今
日
御
表
御
庭
江
御
供
ニ
て
参
り
、
わ
ら
ひ
沢
山
ニ
取
　
御
前
江
も
さ
し

上
候

二
月
廿
五
日

同
　
廿
八
日
迄
　
　
快
晴

一
二
月
廿
六
日
吟
松
庵
江
参
り
帰
り
か
け
竹
の
御
茶
屋
江
参
り
申
候
、
江
戸
表

御
飛
脚
至

　
（
到)

着
、
追
分

も
書
状
参
候
、
替
る
事
御
座
な
く
候
、
当
正
月
廿
五
日
夜
五
時
雨
ふ
り
候
最

中
、
水
戸
様
御
下
屋
敷
ニ
て
五
拾
間
程
乃
長
屋
一
陣
焼
申
候
、
大
雨
サ
ジ
ク
ヲ
流
し
候
得

共
消
兼
候
由
、
其
夜
九
時

大
雪
に
て
翌
廿
六
日
昼
八
時
迄
ふ
り
候
由
、
吹
き
廻
し
之
所

ニ
て
は
四
尺
程
も
積
り
候
よ
し
、
長
崎
土
産
之
由
ニ
て
唐
ニ
て
製
し
候
カ
ル
メ
ラ
ト
申
ス

菓
子
少
し
追
分

被
遣
候

一
二
月
廿
七
日
西
丸
御
庭
ニ
而
御
花
見
あ
ら
せ
ら
れ
御
供
い
た
し
暮
方
ニ
帰
申
候
、
御
茶
屋

に
て
御
て
ん
か
く

（

田

楽

）

御
吸
も
の
御
す
し

（
鮨
）

な
ど
戴
き
申
候

二
月
廿
九
日
　
　
　
雨

同
　
晦
日
　
　
　
　
雨

一
二
月
晦
日
灸
治
い
た
し
候
、
義
鶴
江
文
并
御
初
尾
五
匁
札
遣
申
候

三
月
朔
日

雨暮
時

天
気
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一
三
月
朔
日
御
表
御
庭
江
御
供
に
て
参
、
御
山
ニ
て
わ
ら
ひ
沢
山
ニ
取
　
御
前
江
も
さ
し
上

皆
々
も
戴
き
申
候

三
月
二
日

同
　
四
日
迄
　
　
　
快
晴

一
三
月
二
日
、
今
日
吉
田
乃
濱
江
汐
干
ニ
参
り
、
夫

船
に
て
さ
し
ま
江
参
、
か（

牡
蠣
）き

其
外

色
々
貝
ひ
ろ
ひ
申
候
、
御
船
頭
ハ
さ
し
ゐ
な
ま
こ
た
こ
石
か
れ
ゐ

（

鰈

）

な
と
ひ
ろ
ひ
申
候

一
同
三
日
、
西
丸
御
庭
江
御
供
に
て
参
り
摘
草
い
た
し
、
御
庭
江
ウ
サ
ギ
出
小
角
殿
御
鉄
砲

に
て
御
打
留
被
成
候
由
ニ
て
大
さ
わ
ぎ

（

騒

）

に
成
候
所
、
ウ
サ
ギ
ハ
に
げ

（
逃
）

申
候

三
月
五
日
　
　
　
　
雨

一
三
月
五
日
、
今
日
御
定
日
故
御
飛
脚
出
ス
、
追
分
へ
も
書
状
遣
ス
、
白
紬
壱
反
媚
茶
ニ
染

ニ
遣
ス
、
干
わ
ら
ひ
染
の
殿
江
上
ル
、
江
戸
表

二
月
廿
二
日
御
目
附
に
て
御
飛
脚
着
、

右
ニ
付
此
御
地

之
御
飛
脚
一
日
延
七
日
出
立
、
追
分

状
来
ル
、
替
ル
事
な
し
、
御

か
ゝ
様
二
月
十
七
日
神
田
橋
へ
御
上
り
被
遊
候
よ
し
、
二
月
十
七
日
、
同
十
九
日
日
附
之

書
状
来
ル
、
先
達
而
上
候
金
子
其
外
品
々
之
御
請
取
参
候
、
助
五
郎
殿

状
来
ル
、
お
る

せ

も
状
来
ル

三
月
六
日

同
　
七
日
迄
　
　
　
快
晴

一
三
月
六
日
、
今
日
昨
日
着
致
候
御
状
之
返
事
出
ス
、
弥
三
郎
殿
千
蔵
殿
豊
吉
殿
江
塩
干
ニ

ひ
ろ
ひ
候
貝
遣
申
候

同
　
八
日
　
　
　
　
雨

三
月
十
日

同
　
十
一
日
迄
　
　
快
晴

一
三
月
十
日
お
か
な
殿

や
う
し

（
楊
枝
）

毒
消
う
ち
わ
壱
本
も
ら
ゐ

　
（
貰
）
　

申
候

一
三
月
十
一
日
　
太
守
様
御
機
嫌
能
朝
五
時
ニ
御
発
駕
被
遊
候
、
御
立
前
ニ
奥
江
被
為
入
御

目
見
被
仰
付
候
、
御
跡
ふ
き
ニ
付
御
酒
御
肴
戴
き
候
、
奥
附
の
衆
江
初
御
哥
殿
初

硯
蓋

も
の
御
酒
御
肴
進
申
候
、
昼
御
膳

御
賄
戴
き
申
候

一
御
注
進
御
飛
脚
出
候
ニ
付
追
分
江
も
状
出
ス
、
弥
明
後
十
三
日
出
立
致
候
段
申
上
候
、
御

右
筆
間
御
初
め
仲
ヶ
間
衆
内
江
文
出
ス
、
御
内
々
ニ
而
御
寝
巻
并
御
襦
伴
戴

　
（
袢
）
　

き
申
候

三
月
十
二
日
　
　
　
雨

一
三
月
十
二
日
奥
附
の
衆

御
酒
の
肴
出
し
夜
ニ
入
候
迄
何
れ
茂
打
寄
御
酒
給
へ
申
候

三
月
十
三
日

同
　
十
六
日
迄
　
　
快
晴

一
三
月
十
三
日
、
今
朝
四
時
ニ
三
丸
御
殿
出
立
、
三
津
の
濱

乗
船
致
候
筈
之
処
、
汐
合
ひ

悪
敷
高
濱
御
茶
屋
ニ
而
弁
当
つ
か
ゐ
九
時
過
ニ
高
濱

乗
船
い
た
し
、
夜
四
時
前
迄
ニ
拾

弐
里
程
参
り
　
松
平
安
藝
守
様
御
領
分
廣
島
之
内
み
た
ら
ひ

（
御
手
洗
）

と
申
所
ニ
滞
船
い
た
し
候
、

私
事
駕
篭
気
に
て
八
町
縄
手
と
申
所

高
濱
迄
か
ち
に
て
参
申
候
、
附
添
の
人
江
逢
ひ
申

候
、
乗
船
い
た
し
す
く
に
ふ
せ
り
申
候

一
三
月
十
四
日
、
朝
六
時
過

出
船
い
た
し
、
八
半
時
こ
ろ
阿
部
伊
豫
守
様
御
領
分
備
後
之

福
山
之
内
因
嶋
と
申
所
迄
十
三
里
程
参
り
汐
待
い
た
し
、
七
時
過

出
舟
い
た
し
高
見
と

申
所
迄
拾
里
程
参
四
時
過
ニ
滞
船

一
三
月
十
五
日
、
今
朝
六
時
ニ
出
船
、
五
ツ
時
頃
ニ
讃
岐
の
内
田
渡

（
多
度
）

乃
津
迄
弐
里
程
参
り
湊

江
船
附
讃
岐
の
金
毘
羅
江
参
詣
い
た
し
候
、
御
山
乃
下
茶
屋
ニ
而
支
度
い
た
し
暮
方
に
帰

申
候
、
汐
待
致
し
夜
四
時
過
頃
出
船
致
明
ヶ
六
時
迄
ニ
七
里
程
参
り
備
前
乃
国
之
内
日
比

と
申
所
ニ
滞
船
い
た
し
候
、
讃
岐
金
毘
羅
江
参
詣
之
節
京
極
壱
岐
守
様
御
城
下
通
り
京
極

能
登
守
様
御
城
見
ゆ
る
、
金
毘
羅
参
詣
致
候
、
左
り
之
方
に
十
一
面
観
世
音
有
り
、
此
御

堂
に
色
々
額
あ
り
、
田
渡

（
多
度
）

乃
津
　
金
毘
羅
江
五
拾
町
壱
里
ニ
し
て
三
里
帰
り
ニ
善
通
寺
江

参
詣
い
た
し
候
、
弘
法
大
師
御
そ
た

（
育
）

ち
被
遊
候
所
之
由

一
三
月
十
六
日
、
昼
九
時
過
出
船
八
里
程
参
り
八
半
時
こ
ろ
備
前
国
之
内
牛
窓
ニ
滞
船
、
風

悪
敷
故
風
待
申
候
、
此
所
湊
あ
り

三
月
十
七
日

昼
天
気
　

夜
雨

一
三
月
十
七
日
牛
窓
ニ
一
夜
滞
船
、
昼
過

餘
程
の
風
雨
ニ
て
御
座
候

三
月
十
八
日

快
晴

同
　
十
九
日
迄

一
三
月
十
八
日
今
朝
明
け
六
時

出
船
順
風
に
て
六
時
こ
ろ
迄
ニ
拾
壱
里
参
り
、
左
り
之
方

ニ
赤
穂
乃
御
城
見
ゆ
る
、
播
州
之
内
室
乃
津
に
滞
船
酒
井
雅
楽
頭
様
御
番
所
有
、
夕
方
舟
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よ
り
上
り
町
家
ニ
而
居
風
呂
ニ
入
ル
、
江
戸
浅
草
東
光
庵
伝
受
そ
は

（
蕎
麦
）

切
あ
り
何
も
給
へ
申

候
、
此
所
ニ
本
陣
あ
り
室
の
明
神
あ
り
、
灘
口
故
こ
と
の
外
賑
成
る
所
ニ
て
色
々
売
も
の

等
参
候

一
三
月
十
九
日
風
悪
敷
室
ニ
滞
船

同
廿
日
　
　
　
　
　
快
晴

一
三
月
廿
日
、
今
日
も
滞
船
、
香
三
組
き
ゝ
申
候

三
月
廿
一
日

曇暮
時

雨

一
三
月
廿
一
日
、
今
日
も
室
ニ
滞
船

三
月
廿
二
日

同
　
廿
四
日
迄
　
　
快
晴

一
三
月
廿
二
日
明
六
時
過
出
船
、
順
風
ニ
而
九
里
程
参
候
処
俄
ニ
黒
雲
出
風
替
り
少
々
降
出

し
早
手
ニ
て
御
船
頭
大
さ
わ

（
騒
）

ぎ
致
候
所
、
早
速
雨
止
ミ
帆
お
ろ
し
こ
ぎ
候
て
や
う

く
灘

拾
八
里
越
暮
方
兵
庫
ニ
滞
舟
、
須
摩
明

　
（
磨
）
　

石
乃
間
灘
の
瀬
戸
ニ
て
早
手
御
座
候
所
、
船
も
大

ゆ
れ

（
揺
）

お
そ
ろ
し
き
事
ニ
御
座
候
、
殊
之
外
船
気
候
而
難
儀
い
た
し
度
々
も
と
し
虫
を
壱
ツ

は
き
申
候
、
須
摩
通

　
（
磨
）
　

り
候
節
御
国
許
江
乃
御
飛
脚
舟
通
り
　
太
守
様
御
機
嫌
能
被
為
入
候

段
窺
候
、
十
五
日
ニ
灘
御
越
被
遊
兵
庫

御
上
り
被
遊
候
筈
之
所
、
風
悪
敷
や
う

く
須

（
磨
）

摩

御
上
り
被
遊
候
由
、
御
召
船
乃
い
か

（
碇
）り

三
丁
す
て
尋
候
得
共
見
江
不
申
候
由
、
御
供

船
八
叟
吹
流
さ
れ
江（

家
）嶋

ニ
か
ゝ
り
居
候
所
、
八
叟
共
ニ
集
り
　
太
守
様
廿
三
日
大
坂
御
屋

敷
御
発
駕
被
遊
候
由
伺
候
、
須
摩
通

　
（
磨
）
　

り
候
節
須
摩
寺

　
（
磨
）
　

も
見
へ
あ
つ

（
敦
）

盛
乃
墓
も
見
へ
茶
屋
な

と
も
見
江
申
候
、
千
鳥
た
く
さ
ん
ニ
居
申
候
、
兵
庫
沖
ニ
滞
船
い
た
し
候
間
夜
中
ゆ
れ

（
揺
）

申

候
、
は
る
か
に
湊
見
江
申
候

一
三
月
廿
三
日
明
六
時
出
船
、
拾
里
参
り
川
口
江
七
時
過
滞
船

一
三
月
廿
四
日
朝
四
時
過
大
坂
あ（

安
治
）ぢ

川
口

川
舟
江
乗
替
大
坂
御
屋
敷
江
昼
時
頃
着
、
す
ぐ

に
支
度
さ
し
道
と（

頓
）ん

堀
芝
居
江
御
門
前

舟
ニ
乗
参
り
四
橋
も
見
申
候
、
角
芝
居
藤
川
山

吾
座
江
参
り
見
物
い
た
し
候
、
一
ノ
谷
二
葉

（
　
）

軍
記
い
た
し
大
当
り
、
江
戸
芝
居
ニ
違
ひ
候

事
な
し
、
し
か
し
衣
裳
は
江
戸

す
ぐ
れ
て
よ
ろ
し
く
、
尾
山
新
七
岡
部
の
六
弥
太
、
直

實
か
妻
さ
か
み

（
相
模
）

山
下
亀
之
丞
、
熊
谷
直
實
浅
尾
為
十
郎
、
ひ
や
く
か
ふ

（

百

毫

）

乃
弥
陀
六
中
山
来

助
、
菊
乃
前
藤
川
山
吾
、
太
五
平
三
桝
大
五
郎
、
義
経
中
山
他
蔵
、
浄
留
理

（
瑠
璃
）

ハ
豊
竹
七
太

夫
竹
下
織
太
夫
同
和
哥
太
夫
、
三
味
せ
ん

（
線
）

竹
沢
伊
三
郎
鶴
沢
源
蔵
、
花
道
に
う
す
へ
り

（

薄

縁

）

し

き
さ
ん
し
き

（

桟

敷

）

乃
後
に
の
れ
ん

（
暖
簾
）

か
ゝ
り
茶
屋
の
女
子
さ
ん
し
き

（

桟

敷

）

江
参
り
居
、
赤
ま
へ
た
れ

（

前

垂

）

し

め
前
た
れ

（
垂
）

乃
紐
こ
と

（
殊
）

の
外
ふ
と
く
、
芝
居
乃
切
り
ニ
今
日
は
是
切
り
乃
口
上
な
し
、
切
幕

乃
ま
ゑ

（
前
）

ニ
口
上
ニ
て
す
ゑ
乃
太
鼓
が
双
方
様
江
之
い
と
ま

（

暇

）

乞
と
申
斗
り
御
座
候
、
殊
之
外

お
も
し
ろ
く
御
座
候
、
お
そ
ふ
参
候
侭
三
段
目
熊
谷
乃
語
候
段
よ
り
二
幕
見
申
候
、
切
り

ハ
太
五
平
切
腹
之
所
、
帰
り
ニ
嶋
の
内
河
内
屋
作
兵
衛
と
申
茶
屋
江
参
り
、
殊
之
外
大
き

成
る
茶
屋
ニ
て
中
居
皆
々
赤
前
だ
れ

（
垂
）

紐
は
う
こ
ん
ち
り
め
ん

（

鬱

金

縮

緬

）

ニ
い
ろ

く
形
乃
御
座
候
、

も
ふ
る
な
と
乃
紐
も
御
座
候
、
支
度
い
た
し
暮
時
舟
ニ
乗
帰
り
申
候
、
大
坂
御
代
官
大
屋

四
郎
兵
衛
殿
江
御
国
の
そ
ふ
め
ん

（

素

麺

）

も
く
さ
絵
双
し

（
草
紙
）

上
候
、
追
分
江
之
書
状
も
御
頼
差
出
候

三
月
廿
五
日

曇七
時

雨

一
三
月
廿
五
日
大
坂
御
屋
敷
出
立
、
大
屋
四
郎
兵
衛
殿

御
人
被
下
、
昨
日
之
御
返
事
被
下

干
菓
子
一
折
扇
子
御
と
ゝ
様
江
土
産
ニ
い
た
し
候
様
ニ
と
御
貰
ひ
申
候
、
追
分
よ
り
の
状

弐
通
御
届
け
被
下
候
、
御
屋
形
ニ
乗
り
二
里
半
程
参
り
、
こ
と

（
殊
）

の
外
風
雨
強
く
引
舟
な
り

不
申
、
摂
津
之
内
一
ツ
家
と
申
所
江
滞
舟
い
た
し
候

三
月
廿
六
日

雨八
時

快
晴

一
三
月
廿
六
日
明
六
時

出
船
、
八
幡
乃
宮
右
江
見
ゑ
淀
乃
水
車
も
見
申
候
、
廻
り
不
申
、

八
時
過
伏
見
江
着
、
木
津
屋
と
申
ス
本
陣
江
参
湯
つ
か
ゐ
、
支
度
い
た
し
七
時
過

駕
篭

ニ
て
京
都
御
屋
し
き
江
着
い
た
し
候
、
藤
乃
森
稲
荷
前
ニ
て
建
場
六
時
過
御
屋
敷
江
着
い

た
し
候

三
月
廿
七
日

同
　
廿
九
日
迄
　
　
快
晴

一
三
月
廿
七
日
九
時
大
佛
江
参
詣
、
三
十
三
間
堂
見
物
い
た
し
清
水
江
参
帰
り
ニ
祇
薗
江
参

二
間
茶
屋
江
寄
休
田
楽
な
と
給
へ
申
候
、
暮
六
時
前
帰
申
候
、
松
平
安
藝
守
様
御
姫
様
見

上
け
申
候

一
三
月
廿
八
日
四
條
芝
居
中
山
猪
八
座
江
見
物
ニ
参
候
、
け
い
せ
ひ

（

傾

城

）

き
や
う
う
ち
も
ふ
で
第
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一

八
段
目
迄
い
た
し
候
、
中
村
冨
十
郎
陸
乃
は
な
ニ
成
こ（

殊
）と

の
外
宜
切
の
ま（

幕
）く

七
段
目

ニ
道
行
御
所
模
様
み
す
乃
追
風
と
申
浄
る
り

（
瑠
璃
）

座
元
中
山
猪
八
柏
木
左
衛
門
、
中
村
冨
十
郎

陸
の
花
、
中
村
の
し
お
女
三
ノ
宮
、
右
三
人
ニ
て
所
作
浄
る
り

（
瑠
璃
）

春
冨
士
和
国
太
夫
同
熊
太

夫
、
三
味
せ
ん

（
線
）

春
冨
士
亀
蔵
、
尾
上
菊
五
郎
此
村
隼
人
ニ
て
文
月
太
臣
と
な
り
、
中
村
重

蔵
将
軍
義
直
ニ
て
陸
月
大
臣
ト
な
り
、
花
道
両
方

乃
出
嶋
原
江
参
候
所
ニ
て
殊
之
外
宜
、

藤
川
八
蔵
清
見
新
助
と
な
り
、
仕
打
宜
敷
切
ニ
立
も
の
ゝ
役
者
ぢ
き

（
辞
儀
）

を
い
た
し
申
候
、
六

時
過
頃
す
く
ニ
御
屋
敷
江
帰
申
候
、
茶
屋
山
下
八
百
蔵
座
向
平
野
屋
ト
申
ス
茶
屋
江
参
候
、

間
宮
孫
四
郎
殿
江
御
国
之
そ
ふ
め
ん

（

素

麺

）

一
箱
道
護（

後
）ゆ

さ
ら
し
乃
も
ぐ
さ
上
け
申
候
、
江
戸
追

分
江
之
書
状
御
頼
申
上
候

一
三
月
廿
九
日
九
時
過
天
満
宮
江
参
詣
、
夫

金
閣
寺
江
参
り
石
不
動
開
帳
御
座
候
而
殊
之

外
賑
ニ
御
座
候
、
金
閣
寺
御
庭
も
拝
見
、
寺
内
ニ
茶
屋
も
御
座
候
、
池
も
餘
程
太
キ
く
御

座
候
、
夜
五
時
前
ニ
帰
り
申
候
、
織
殿
も
見
物
い
た
し
　
御
所
之
御
門
拝
見
御
摂
家
方
御

屋
敷
通
本
尊
弘
法
大
師
一
刀
三
礼
乃
石
不
動
悪
摩
か
ふ
ふ
く

（

降

伏

）

釼
も
お
が
み
、
金
閣
寺
乃
本

尊
三
尊
弥
陀
右
之
三
が
い

（
階
）

も
下
も
天
井
楠
乃
一
枚
板
ニ
て
不
残
金
み
か
き
ニ
て
上
ニ
　
人

王
百
一
代
後
小
松
院
乃
御
宸
筆
乃
額
御
座
候
、
太
上
天
王
御
作
鹿
お
ん

（
苑
）

院
殿
の
御
木
像
拝

ミ
申
候
、
金
閣
寺

衣
笠
山
見
ゆ
る

四
月
朔
日

同
　
九
日
ま
で
　
　
快
晴

一
京
都
二
條
御
門
番
之
頭
間
宮
孫
四
郎
様

今
日
御
使
被
下
か
ら

く
梅
の
香
梅
干
被
下
候

一
四
月
二
日
朝
五
時
頃
京
都
御
屋
敷
出
立
、
上
下
乃
も
の
間
違
雇
ひ
人
ニ
て
参
候
、
三
條
乃

橋
通
り
白
河
は
し
通
り
白
川
橋
は
石
也
、
昼
休
膳
所
本
多
様
御
城
ミ
ゆ
る
、
女
川
ニ
て
支

度
い
た
し
候
、
暮
六
時
頃
石
部
江
着
、
昼
休
い
た
し
候
、
茶
屋
之
向
ニ
近
江
乃
水
海
ミ
ゆ

る
一
四
月
三
日
朝
五
時
前
横
田
川
舟
渡
、
鏡
山
ミ
ゆ
る
、
水
口
ト
土
山
と
の
間
大
野
昼
休
、
か

に
か
坂
通
り
鈴
鹿
山
か
ち
ニ
て
通
り
、
坂
乃
下
蕎
麦
屋
江
寄
そ
は

（
蕎
麦
）

給
へ
風
味
殊
之
外
宜
敷
、

七
半
時
過
関
江
着

一
四
月
四
日
明
六
半
時
関
出
立
、
昼
休
亀
山
乃
御
城
下
石
薬
師
左
り
、
杖
突
ま
ん
ち
う

（

饅

頭

）

給
へ

申
候
、
風
味
よ
し
、
四
日
市
ニ
て
支
度
い
た
し
焼
蛤
給
へ
申
候
所
風
味
至
而
よ
ろ
し
く
、

七
半
時
過
頃
桑
名
江
着
　
松
平
筑
前
守
様
御
初
入
庄
野
之
内
ニ
て
見
上
け
申
候
、
御
飛
脚

所
迄
江
戸
表
之
状
出
し
置
候

一
四
月
五
日
朝
五
時
前
桑
名

直
ニ
船
ニ
乗
、
順
風
ニ
而
九
時
頃
宮
江
着
、
昼
支
度
い
た
し
、

八
時
過
鳴
海
江
着
い
た
し
候
、
笠
寺
ニ
観
音
乃
開
帳
あ
り

一
四
月
六
日
明
七
時
出
立
、
昼
休
大
濱
そ
は

（
蕎
麦
）

切
給
殊
之
外
風
味
よ
ろ
し
く
、
又
藤
川
之
内
大

は
ま
く
り
と
申
所
ニ
て
支
度
い
た
し
、
七
時
過
御
油
江
附
や
は
き

（
矢
作
）

之
橋
汐
干
に
て
干
あ
が

り
居
申
候

一
四
月
七
日
明
七
半
時
御
油
出
立
、
荒
井
ニ
而
昼
時
御
関
所
無
滞
相
済
、
渡
海
い
た
し
濱
松

江
夜
五
時
前
着
致
候

一
四
月
八
日
紀
伊
中
納
言
様
濱
松
江
八
日
御
泊
ニ
付
、
本
陣
は
や
く
明
け
七
時
過
出
立
、
天

龍
川
渡
り
段
々
紀
伊
様
御
供
廻
り
参
候
ニ
付
、
和
泉
村
百
姓
之
内
江
参
支
度
い
た
し
御
通

り
過
迄
休
、
八
半
時
頃

袋
井
迄
参
泊
七
時
過
着
致
候

一
四
月
九
日
明
七
時
袋
井
出
立
、
昼
休
日
坂
さ（

佐
夜
）よ

乃
中
山
か
ち
ニ
て
、
山
下

駕
篭
ニ
乗
大

井
川
無
滞
越
、
大
井
川
水
す
く
な
く
深
サ
腰
切
ニ
御
座
候

一
嶋
田
ニ
て
支
度
い
た
し
、
日
坂
乃
入
口
ニ
て
江
戸
表
追
分
の
町
人
伊
勢
屋
善
吉
と
申
も
の
、

伊
勢
参
宮
致
候
由
ニ
て
追
分

之
状
届
け
、
相
替
候
事
無
御
座
候
よ
し
申
聞
候

一
嶋
田
ニ
休
候
内
、
江
戸
追
分

町
人
伊
勢
参
宮
之
由
ニ
て
又
々
追
分

之
書
状
相
届
候
ニ

付
、
追
分
ニ
て
皆
々
替
り
候
事
も
な
く
候
哉
之
旨
相
尋
候
所
、
藤
五
郎
様
御
不
幸
之
由
申

聞
候
、
藤
枝
宿
江
七
時
過
着
い
た
し
候

四
月
十
日
　
　
　
　
雨
天

一
四
月
十
日
明
六
半
時
頃
藤
枝
出
立
、
阿
部

（
安
倍
）

川
越
、
昼
休
そ
は

（
蕎
麦
）

給
へ
申
候
、
川
前
之
建
場
ニ

て
阿
部

（
安
部
）

川
餅
給
へ
申
候
、
駿
河
問
屋
場
江
江
戸
表
よ
り
乃
状
参
り
居
届
候
ニ
付
致
拝
見
候
、

皆
々
替
候
御
事
無
御
座
候
よ
し
、
浅
草
観
音
の
境
内
ニ
美
濃
国
谷
組
之
開
帳
御
座
候
由
、

朔
日
観
音
の
開
帳
も
湯
し
ま

（
島
）

天
神
地
内
ニ
有
之
候
よ
し
、
八
百
屋
お
七
当
年
百
年
忌
追
善

駒
込
圓
浄
寺
ニ
て
有
之
役
者
参
詣
い
た
し
、
浅
草
之
開
帳
へ
も
日
々
吉
原
之
女
郎
参
詣
い

た
し
候
由
申
来
ル
、
右
之
書
状
三
月
廿
五
日
乃
日
附
に
て
御
座
候
、
七
時
過
興
津
江
着
い

た
し
候
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四
月
十
一
日

同
　
十
三
日
迄
　
　
快
晴

一
四
月
十
一
日
明
六
半
時
興
津
出
立
、
昼
休
油
井
泊
り
吉
原
之
所
、
御
公
家
様
方
御
泊
り
ニ

付
本
陣
さ
し
合
ひ
か
ん

（
蒲
）

原
宿
江
八
時
過
着

一
四
月
十
二
日
御
公
家
様
方
御
通
り
ニ
付
差
合
か
ん

（
蒲
）

原
ニ
逗
留

一
四
月
十
三
日
か（

蒲
）ん

原
宿
七
時
出
立
、
冨
士
川
越
し
御
公
家
様
方
向
ふ

被
為
入
候
ニ
付
吉

原
ニ
て
御
待
合
茶
屋
ニ
て
小
休
い
た
し
、
夫

柏
原
ニ
て
昼
休
、
七
半
時
頃
沼
津
江
着
、

御
国
江
帰
候
御
末
目
付
泊
り
宿
江
参
ル
、
お
と
ゑ
殿
お
さ
ゐ
殿
よ
り
状
来
ル

四
月
十
四
日

雨昼
過

大
雨

一
四
月
十
四
日
明
七
時
過
沼
津
宿
出
立
、
箱
根
か
ち
、
御
関
所
無
滞
通
り
と
ふ
げ

（

峠

）

に
て
昼
休
、

雨
強
く
ふ
り
出
し
候
ニ
付
は
だ
し

（
裸
足
）

ニ
て
歩
行
、
小
田
原
宿
江
七
半
時
過
着

四
月
十
五
日

同
　
十
七
日
迄
　
　
快
晴

一
四
月
十
五
日
明
六
半
時
小
田
原
宿
出
立
、
さ
川

（
酒
匂
）

無
滞
越
し
大
磯
ニ
て
昼
休
、
鴫
立
沢
西
行

の
木
像
拝
ミ
申
候
、
虎
乃
木
像
も
見
申
候
、
西
行
諸
国
修
行
之
節
つ
か
れ
候
杖
五
尺
三
寸

乃
長
サ
ニ
て
ふ
し
二
ツ
御
座
候
、
七
時
過
藤
沢
へ
着
い
た
し
候
、
追
分

藤
沢
問
屋
場
迄

状
出
し
置
候
由
ニ
て
問
屋
場

相
届
け
候
、
追
分

勝
次
郎
様
甚
介
供
ニ
つ
れ
ら
れ
藤
沢

宿
江
む
か
ゐ

（

迎

）

ニ
御
出
早
速
逢
ひ
御
両
親
様
御
初
皆
々
様
御
機
嫌
能
入
ら
せ
ら
れ
候
御
様
子

窺
ひ
申
候
、
御
と
ゝ
様
へ
小
田
原
の
か
つ
ほ

（

鰹

）

の
た
ゝ
き
さ
よ

（
佐
夜
）

の
中
山
水
あ
め

（
飴
）

上
け
申
候
、

則
勝
次
郎
様
甚
介
江
御
も
た
せ
あ
け
申
候
、
愛
宕
之
下
江
飛
脚
出
ス
、
弥
十
七
日
着
致
候

段
申
遣
ス
、
追
分
江
右
同
断
申
遣
候

一
四
月
十
六
日
明
六
時
過
藤
沢
宿
出
立
致
、
程
ヶ
谷
ニ
而
昼
休
、
八
つ
時
過
川
崎
江
着
、
途

中
に
て
又
々
勝
次
郎
様
御
目
ニ
懸
り
、
甚
介
江
茂
逢
ひ
申
候

一
四
月
十
七
日
明
六
時
過
川
崎
出
立
い
た
し
、
昼
休
品
川
ニ
て
暫
く
手
間
取
九
時
過
　
御
屋

鋪
江
着
い
た
し
早
速
　
御
目
見
被
仰
付
候

四
月
十
八
日

雨少
々
雷

一
四
月
十
八
日
、
今
日

三
日
之
内
休
足
引
被
仰
付
候
、
追
分

使
来
ル
、
助
八
様

御
肴

も（
貰
）

ら
ゐ
申
候
、
お
と
せ

も
文
来
ル

四
月
十
九
日
　
　
　
快
晴

一
四
月
十
九
日
鉄
砲
洲
お
る
せ
方

文
来
ル
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